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新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
る
中
小

企
業
向
け
経
済
対
策
や
、
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
関
連
の
対
策
に
つ

い
て
、
１
日
も
早
い
事
業
実
施
に
向

け
、
総
額
２
千
９
７
４
万
円
の
専
決
処

分
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
月
４

日
に
始
ま
っ
た
令
和
３
年
第
１
回
錦

江
町
議
会
定
例
会
で
は
、
前
年
度
比

１
億
７
千
５
４
２
万
円
の
増
と
な
る
、

総
額
64
億
２
千
８
７
８
万
円
の
当
初
予

算
審
議
も
ス
タ
ー
ト
。
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
や
体
育
館
改
修
が
お
も
な
増
額
要
因

と
な
る
当
初
予
算
は
19
日
ま
で
審
議
さ

れ
ま
す
。（
詳
細
は
広
報
４
月
号
に
掲
載
）

広
報
き
ん
こ
う
が
、
県
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
広
報
紙
部
門
で
特
選
を
受

賞
し
、
日
本
広
報
協
会
主
催
の
全

国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
鹿
児
島
県

代
表
と
し
て
推
薦
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。
与
論
開
拓
団
が

度
重
な
る
逆
境
を
乗
り
越
え
、
盤

山
に
入
植
し
た
歴
史
を
特
集
し
た

令
和
２
年
12
月
号
が
高
い
評
価
を

受
け
、
錦
江
町
と
し
て
は
初
の
受

賞
。
毎
号
、
取
材
に
ご
協
力
い
た

だ
く
皆
さ
ま
に
感
謝
し
、
今
後
も

「
伝
わ
る
広
報
」
を
目
指
し
ま
す
。

令
和
３
年
２
月
末
時
点
で
の

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
額
が
初

の
２
億
円
を
突
破
し
、
過
去

最
高
額
の
更
新
が
続
い
て
い

ま
す
。
特
に
昨
年
８
月
か
ら

９
月
は
前
年
比
２
倍
以
上
。

巣
ご
も
り
需
要
に
よ
る
消
費

拡
大
も
寄
付
額
増
加
の
要
因

と
見
ら
れ
、「
ふ
る
さ
と
チ
ョ

イ
ス
ア
ワ
ー
ド
部
門
大
賞
」

受
賞
な
ど
そ
の
使
い
道
も
全

国
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。
特
産
品
Ｐ
Ｒ
や
町
の
知

名
度
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
の
貴
重
な
自
主
財
源
と

し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

ク
ラ
ッ
シ
ク
ブ
ド
ウ
浜
田
農
園
が
、
ワ
イ

ン
用
ブ
ド
ウ
の
生
産
拡
大
に
向
け
て
、
ク※

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
本
土
最
南
端
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
い
う

新
た
な
価
値
に
よ
っ
て
人
の
流
れ
を
生
み

出
そ
う
と
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
現

在
は
福
岡
で
の
委
託
醸
造
で
す
が
、「
３

年
以
内
に
花
瀬
地
区
で
年
間
１
万
本
の
醸

造
を
目
指
す
」
と
意
気
込
み
大
き
な
一
歩

を
踏
み
出
し
た
浜
田
農
園
の
、
地
域
の
将

来
も
見
据
え
た
挑
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。

本
土
最
南
端
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
向
け

浜
田
農
園
が
Ｃ

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

Ｆ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

前
年
度
比
約
１
憶
７
千
万
円
の
増

ふるさと納税寄付額が２月末で２億円超

農
林
水
産
大
臣
賞 

受
賞

令
和
３
年
度
当
初
予
算
の
審
議
始
ま
る

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
２
千
９
７
４
万
円
を
専※

決
処
分

木
下 

平 

さ
ん

（
川
北
自
治
会
）

子供やお年寄り向けに弁当考案

総 合経 済 広報きんこう特別創刊号「錦江新聞」令和３年３月発行

３月 4 日から始まった議会定例会。初日は町長が施政方針を述べ、補正予
算や総合振興計画の策定など承認されました。最終本会議は 19 日を予定。

錦江町役場 政策企画課内

☎ 0994-22-3032
［平日 8:30 ～ 17:15］

広報きんこう新聞社

現在 2.7ha の葉たばこを生産する木下平さん
と妻あけみさん。30 年以上の栽培経験を誇る。

味
や
香
り
、外
観
と
い
っ
た
項
目
で
、

茶
の
品
種
や
生
産
時
期
、
生
産
地
を

判
定
す
る
「
茶
審
査
」
の
技
術
を
競

う
、
鹿
児
島
県
茶
審
査
技
術
競
技
大

会
が
行
わ
れ
、
錦
江
町
勢
が
個
人
部

門
で
上
位
に
多
数
入
賞
。
肝
属
チ
ー

ム
が
団
体
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
全
国
大
会
は
中
止

さ
れ
ま
し
た
が
、
一
年
越
し
の
全
国

に
向
け
て
さ
ら
に
技
術
を
磨
き
た
い

と
、
４
人
は
決
意
を
改
め
ま
し
た
。

茶業青年部 肝属チーム
県茶審査技術競技大会で団体賞 ２憶 1,187 万円で過去最高の寄付額（2020.4 ～ 2021.2）

※群衆と資金調達を組み合わせた造語。インターネッ
トを使って広く支援を呼びかける資金調達のひとつ。

銘茶の道を拓くと刻まれた石碑前で「さらに技
術を高め全国を目指す」と誓う池田光星さん㊨。

左から盤山の山田榮一さん、有馬芳子さん、森德一さん▶

令和３年２月末で２憶 1,187 万円を超え、
寄付件数は前年度にくらべて約 140％増加。
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農
林
水
産
業
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、

生
産
技
術
や
意
欲
を
高
め
よ
う
と
昭
和

37
年
に
始
ま
っ
た
農
林
水
産
祭
で
、
木

下
平
さ
ん
が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
県
葉
た
ば
こ
共
進
会
で
も

優
秀
な
成
績
を
収
め
県
知
事
賞
も
受

賞
。
錦
江
町
た
ば
こ
耕
作
振
興
会
の
会

長
も
務
め
る
木
下
さ
ん
は
「
後
継
者
や

人
手
不
足
な
ど
課
題
も
多
い
が
、
築
い

て
き
た
産
地
を
守
る
の
が
使
命
」
と
力

を
込
め
、農
業
の
未
来
を
見
つ
め
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
需
要
が
増
え
る
弁
当
の

カ
ロ
リ
ー
や
塩
分
量
な
ど
、
健
康
に

配
慮
し
て
開
発
し
よ
う
と
す
る
取
り

組
み
を
３
事
業
者
が
進
め
て
い
ま

す
。
今
月
１
日
に
は
完
成
し
た
弁
当

の
審
査
会
を
開
催
。
高
齢
者
向
け
に

考
案
し
た
濵
田
佳
代
子
さ
ん
は
、「
ひ

と
り
暮
ら
し
だ
と
小
食
で
偏
っ
た
食

事
に
な
り
が
ち
。
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食

べ
て
ほ
し
い
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

発行：錦江町
令和３年３月

国指定重要無形民族文化財で、セリ

フはすべて与論の古い方言。竹と紙

で作った大きな仮面を使うのが特徴。

平成 27 年４月からの２年間、与論町役場へ

派遣。初年度は教育委員会で学校教育を担

当し、翌年は商工観光課で観光を担当した。

国指定重要無形民族文化財「十五夜踊り」の

踊り子や、サンゴ祭りの司会を務めるなど歴

史や文化、地域行事を通じて交流を深めた。

写真提供▶一般社団法人 ヨロン島観光協会

　Interview

　
２
年
間
、
人
事
交
流
職
員
と

し
て
与
論
町
役
場
に
勤
務
し
、

公
私
と
も
に
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

で
あ
る
、
与
論
十
五
夜
踊
り
の
１
番
組
踊

り
子
と
し
て
、
伝
統
文
化
を
学
べ
た
こ
と

は
私
の
誇
り
で
す
。
日
本
中
に
使
者
を
派

遣
し
、
琉
球
や
大
和
の
文
化
を
集
め
て
作

ら
れ
た
与
論
十
五
夜
踊
り
は
、
島
中
安
穏

や
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
て
踊
り
が
奉
納
さ

れ
る
ほ
か
、
相
撲
大
会
や
獅
子
舞
な
ど
老

若
男
女
問
わ
ず
楽
し
め
る
お
祭
り
で
す
。

　
ま
た
、
与
論
島
で
一
番
印
象
深
い
の
が

「
お
も
て
な
し
の
文
化
」。
島
入
り
島
立
ち

さ
れ
る
方
に
は
、
歓
迎
か
ら
送
別
ま
で
心

か
ら
お
も
て
な
し
を
す
る
誠
の
島
で
す
。

観
光
業
が
盛
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

与論町と職員人事交流が実現

平成 27 年４月から２年間

に
開
催
さ
れ
、
日
本
一
楽
し
め
る
マ
ラ
ソ

ン
と
言
わ
れ
る
ヨ
ロ
ン
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、

離
島
に
も
関
わ
ら
ず
、
１
，
０
０
０
人
を

超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
と
な

り
、来
年
３
月
も
中
止
が
決
定
し
ま
し
た
。

「
残
念
で
す
が
、
密
を
避
け
て
与
論
島
を

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
、
Ｓ
シＨ

Ｉ

Ｍ
マＡ

Ｒラ

ン
Ｕ
Ｎ
を
２
月
に
企
画
し
て
い
る
」

と
紹
介
し
て
く
れ
た
与
論
町
役
場
の
坂
元

課
長
補
佐
。
ま
る
で
天
国
と
称
さ
れ
る
、

与
論
島
の
魅
力
に
ぜ
ひ
触
れ
て
み
て
は
。

ヨ
ロ
ン
を
知
る

錦
江
町
と

姉
妹
町
の

KINKO

YORON

奄 美 群 島 内 の 5 島 で の
み製造が許可されてい

るという黒糖焼酎、島有
泉。仕込みと割水にサン

ゴ礁からできる与論島
の地下水を使用し、すっ

きりした味わいが人気。
伝統の与論献奉にも欠

かせない黒糖焼酎です。
独特な世界観と映像美で、疲れた

現代人の心を充電する癒し系映画

「めがね」。撮影地のヨロン島には、

今でも多くのファンが訪れます。

毎年３月に開催され、1,000 人以

上が参加する人気イベント。与論

の絶景を見ながら島民の温かいお

もてなしを受けることができる。

グラスボートやダイビング、シー

カヤックなどマリンレジャーが充

実する与論島。空に浮いて見える

SUP はインスタ映え間違いなし！

与論島の名産であるモズクを使っ

た島の名物料理「もずくそば」。

ふんわりと磯の香りが漂う素朴な

味は、お土産品としても大人気。

与論青年団が企画・運営する夏祭

り。船のレースや青年団手作りの

サンゴファイターが登場。島唄や

エイサーで大盛り上がりの夏祭り。

美しい自然はもちろん歴史や文化、そして人が魅力のヨロン

映画「めがね」のロケ地にも

450 年以上続く与論十五夜踊り

ヨロンマラソン

充実のマリンレジャー

ヨロンサンゴ祭り

ヨロン定番「もずくそば」

映画ロケ地やドラマの撮影スポット

白い砂浜と透き通るエメラルドブルー

に輝くグラデーションの海は「天国に

一番近い楽園」と呼ばれています。大

潮の干潮時に現れる百合ヶ浜上陸ツ

アーも人気で、 ” 星砂を歳の数だけ拾え

ば幸せになれる ” という言い伝えも！

幻の白い砂浜 「百
ゆ り が は ま合ヶ浜」

60 を超えるヨロンの美しいビーチ

参加者数 1,000 人超えの人気ぶり

サンゴ礁が生み出す奇跡の海

青年団主催！与論島最大の夏祭り

お土産品として大人気の

黒糖焼酎 島
しまゆうせん有泉

伝統の与論献
けんぽう

奉

与論町役場 町民福祉課  坂元 守 課長補佐

来年３月はヨロンマラソン
が開催できない代わりに「ヨ

ロン SHIMA RUN キャン
ペ ー ン 」 を 開 催！ 2/1 ～

2/28 に来島された方にラン
ニングと観光を楽しんでも

らうお得なプランです。く
わしくは 22 ページに掲載！

ヨロンパナウル王国を紹
介

島の東側にある大金久海岸から、沖合い 1.5 キロに出現する幻の白い砂浜が人気。

観
光

観
光

文
化

イ
ベ
ン
ト

特
産

自
然

伝
統

焼
酎 ＆

与論町との姉妹盟約から半世紀
後世に継ぐ開拓魂

特
集

- 第１章 -想いを継ぐ

島
と
い
う
独
特
な
環
境
か
ら
生
ま
れ
た
文

化
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
ま
す
。
文

化
は
島
民
性
の
表
れ
で
あ
り
、
来
島
す
る

人
や
観
光
客
の
好
感
度
を
上
げ
リ
ピ
ー

タ
ー
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
会
い
た

い
、
ま
た
帰
っ
て
き
た
い
と
思
え
る
と
こ

ろ
が
与
論
島
の
魅
力
の
ひ
と
つ
。
美
し
い

自
然
や
絶
景
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
与
論

島
の
人
に
会
い
に
、
ぜ
ひ
一
度
は
訪
れ
て

も
ら
い
た
い
場
所
で
す
。

交流で深めた人とのつながり
錦江町役場 教育課 牧原 弘弥 主事

一
生
に
一
度
は
訪
れ
た
い
場
所
と
言
わ
れ
る
与
論
島
。

東
洋
の
真
珠
と
例
え
ら
れ
る
「
ヨ
ロ
ン
ブ
ル
ー
」
と
、
人
を
想
う
「
誠
の
島
」。

人
事
交
流
で
深
め
た
つ
な
が
り
か
ら
見
え
た
与
論
の
魅
力
を
２
人
に
聞
き
ま
し
た
。

人事交流で錦江町に派遣された

約90分

　
与
論
島
と
聞
い
て
真
っ
先
に
思
い
浮
か

ぶ
の
が
、
青
い
空
と
白
い
サ
ン
ゴ
礁
。
あ

ま
り
の
美
し
さ
か
ら
「
一
生
に
一
度
は
訪

れ
た
い
場
所
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

60
以
上
あ
る
ビ
ー
チ
で
も
特
に
有
名
な
百

合
ヶ
浜
。
大お
お
か
ね
く

金
久
海
岸
の
沖
合
に
突
如
現

れ
る
白
い
砂
浜
は
、
春
と
夏
の
中
潮
か
ら

大
潮
の
干
潮
時
だ
け
見
る
こ
と
が
で
き
る

奇
跡
の
砂
浜
で
す
。
さ
ら
に
、
透
明
度
の

高
い
海
で
多
く
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
与
論
島
は
、
年
間

７
万
人
以
上
の
観
光
客
が
訪
れ
る
有
数
の

リ
ゾ
ー
ト
地
。
映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
の
撮

影
地
と
し
て
も
有
名
で
す
。

　「
観
光
の
島
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
、
与
論
の
魅
力
は
そ
れ
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。２
年
間
で
感
じ
た
こ
と
は
、

心
か
ら
の
お
も
て
な
し
文
化
。
あ
の
人
に

会
い
た
い
と
訪
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
多
さ

に
、与
論
の
本
当
の
魅
力
が
あ
る
の
で
は
」

と
人
事
交
流
を
振
り
返
る
牧
原
主
事
。

　
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
毎
年
３
月
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小
学
生
の
と
き
ト
ワ
イ
ラ
イ

ト
事
業
で
与
論
島
を
訪
れ
ま
し

た
。
空
と
海
が
と
て
も
青
く
綺

麗
だ
っ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
以
上
に
受
け
入

れ
て
く
れ
た
島
の
人
た
ち
の
温
か
さ
が
嬉

し
か
っ
た
こ
と
は
今
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
今

回
、
手
紙
を
書
い
た
の
は
、
そ
ん
な
与
論

島
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
発
生
し
、

同
じ
中
学
生
が
休
校
や
行
事
自
粛
な
ど

困
っ
て
い
る
と
聞
い
た
か
ら
で
す
。
も
し

自
分
が
同
じ
立
場
な
ら
、
ど
ん
な
に
心
細

い
か
、
不
安
か
考
え
ま
し
た
。
今
、
自
分

た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
手
紙
を
送
る
こ

と
く
ら
い
で
す
が
、
こ
の
事
態
を
乗
り
越

え
、収
束
し
た
ら
交
流
を
深
め
た
い
で
す
。

　Interview

半
世
紀
の
時
を
超
え

先
人
の
思
い
は
つ
な
が
っ
て
い
く

小
さ
な
島
を
襲
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ク
ラ
ス
タ
ー
。

来
島
自
粛
と
い
う
非
常
事
態
の
対
応
に
追
わ
れ
る
与
論
島
の
人
た
ち
を
思
い
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
必
死
に
考
え
、
行
動
し
た
子
ど
も
た
ち
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

姉
妹
盟
約
が
つ
な
い
だ
絆
を
受
け
継
ぐ
子
ど
も
た
ち

与論中学校の生徒の皆さんへ  与論町は私たちが暮らしている田代と昔から交流があり、現在も夏休み

に小中学生が訪問させていただくなど繋がりがあります。訪れた小中学生

は、美しい海での様々な活動をはじめとする貴重な体験や与論町の方の温

かいおもてなしが心に残り、一生の思い出ができたと大変感謝しています。

　さて、今回、お手紙を書かせていただいたのは、与論町が新型コロナウ

イルスの影響で困っているというニュースを聞き、縁ある与論町の与論中

学校の皆さんと交流することで、お互いに新型コロナウイルスに負けない

元気を出し、中学校生活を乗り切ることができたらと考えたからです。　

　田代中学校は、昨年度の３月２日からの約１か月間、今年度の４月２２

日から約３週間、学校が休校になりました。夏休みは８月１日から３１日

までの短縮となりました。卒業式は卒業生のみ、入学式も一部省略で行わ

れました。部活動は多くの大会が中止となり、最後の地区総体もできませ

んでした。私は野球部の主将をしていましたが、なぜ自分たちの時にとい

う正直悔しい思いがあります。でも、苦しいのは私だけではないこと、一

緒に悩み、涙した仲間や先生がいること、何よりこの経験は絶対無駄では

ないという強い思いで、乗り越えることができました。

　２学期は、体育大会、文化祭、延期になっていた修学旅行等があります。

通常通りではなく、縮小や変更が出てくるかもしれません。そのような中

でも、田代中の仲間と協力して頑張りたいと思います。

　きっと与論中学校も同じように、今までも多くの行事が変更になったり、

今後も変更が出たりすることもあると思いますが、お互い新型コロナに負

けずに、ぜひ乗り越えていきましょう。早く終息して欲しいですが、その

間、私たち中学生が元気な姿を見せて、地域の皆さんにもエネルギーを届

けたいですね。最後までお読みいただきありがとうございました。
錦江町立田代中学校 ３年 生徒会長　德永 莉玖

苦しいときこそ支え合う

与論中の生徒と手紙で交流

田代中の生徒会を代表し、与論中学校の生徒に向
けてメッセージを送った前生徒会長の德永くん。

「自分たちも同じ立場ならきっと不安。少しでも
支えになれたら」と思いを話してくれました。

田代中学校 ３年  德永 莉
り く

玖 さん（前生徒会長）

写真左から 6年▶野口美羽さん、5年▶岩切和博くん、谷口琉依くん、宮田蓮くん

大原小の全児童 14 名が春から育てた、
もち米 25kg を与論の小学校へ届けま

した。新型コロナによる休校や行事
の相次ぐ中止に悩む姉妹町の子ども

たちを応援したいとメッセージも同封。水田のない与論島の小学生に栽培の様子も分かるよう写真も添えて思いを伝えました。収束して会える日を願って。

田代中学校の皆さまへ
　お返事が遅くなり申し訳ありません。先日は心温まるお手紙を送っ
ていただき、ありがとうございました。とても嬉しかったです。与論
島では、７月の新型コロナウイルスの件はひとまず落ち着き、日常を
取り戻しています。そちらはいかがでしょうか。田代中学校がある地
域も大変ではないでしょうか。
　与論中学校では生徒集会を開催して、皆さんからのお手紙を紹介さ
せていただきました。その後の感想では、多くの生徒が同じように行
事が変更されるなかから、私たちを励ましてくれる気持ちに感動し、
一緒にこの状況を乗り越えていきたいという思いを抱いていました。
　与論島には中学校が１校しかなく、他校の生徒会との交流が難しい
状況にありますが、今回、姉妹町というご縁で交流し、寄り添ってく
れる中学校があることを知り、とても心強かったです。　私たちは、11 月上旬にある文化祭に向けて準備をしています。皆さ
んの中学校でも文化祭が行われる時期でしょうか。与論中では、発表
日を学年ごとに分散する形式で行われます。形式は違いますが、発表
に込める思いは変わらず、どの学年も昼休みや放課後を利用して劇や
エイサーなど一生懸命取り組んでいます。　３年生にとっては中学校最後の文化祭なので、実施できることに感
謝し、観てくれる方を元気にできるよう頑張りたいです。田代中学校
の文化祭も無事開催できることを祈っています。　最後になりますが、今回は本当に私たちのことを心配してくださっ
てありがとうございます。新型コロナウイルスに負けずに頑張ってい
きましょう。そしてこれからも引き続き田代中学校と交流できること
を楽しみにしています。

与論町立与論中学校 生徒会代表 ３年 吉田 莉萌

大原小の児童がもち米届ける

与論の学校給食に大原のもち米が！

　
今
年
７
月
、
与
論
島
で
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
。
町
で
は
来
島

自
粛
を
呼
び
か
け
る
な
ど
緊
急
の
対
応
が

と
ら
れ
ま
し
た
。
人
口
５
千
人
ほ
ど
の
小

さ
な
島
に
感
染
症
指
定
医
療
機
関
は
あ
り

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
３
割
以
上
が
重
症
化
リ

ス
ク
の
高
い
65
歳
以
上
。
住
民
た
ち
の
間

に
は
大
き
な
不
安
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
白
い
砂
浜
と
透
明
な
海
か
ら
「
東
洋
の

真
珠
」
と
も
言
わ
れ
、
年
間
７
万
人
の
観

光
客
が
訪
れ
る
与
論
島
。
特
に
夏
休
み

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
来
島
自
粛
は
観
光

関
係
者
の
経
営
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
ま

し
た
。
ま
た
、
小
中
学
校
も
臨
時
休
校
に

追
い
込
ま
れ
る
な
ど
、
島
全
体
が
目
に
見

え
な
い
敵
の
恐
怖
に
生
活
は
一
変
。
小
さ

な
島
で
起
き
た
前
例
の
な
い
事
態
は
新
聞

や
テ
レ
ビ
で
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。 

　「
少
し
で
も
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

を
考
え
た
錦
江
町
の
子
ど
も
た
ち
は
手
紙

に
思
い
を
込
め
、や
り
と
り
を
始
め
ま
す
。

苦
し
い
と
き
、
不
安
な
と
き
こ
そ
支
え
合

う
。
気
持
ち
を
伝
え
、
寄
り
添
っ
て
く
れ

る
人
が
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
、
前
を

向
く
原
動
力
に
な
る
は
ず
で
す
。

寄
り
添
う
こ
と
で
乗
り
越
え
ら
れ
る

与論町との姉妹盟約から半世紀後世に継ぐ開拓魂

特
集
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亡
き
母
と
の
約
束
を
守
る
た
め
に
――
。

今
あ
る「
平
和
」は
先
人
か
ら
の
贈
り
物

　
度
重
な
る
台
風
被
害

を
受
け
、
こ
の
ま
ま
農

家
を
続
け
る
か
迷
っ
て

い
た
頃
、
畑
の
土
が
流

れ
な
い
よ
う
畔
に
植
え

て
い
た
、
畦
畔
茶
に
目

が
止
ま
り
ま
す
。
台
風

の
被
害
も
受
け
ず
、
力

強
く
新
緑
の
芽
を
ふ
い

て
い
ま
し
た
。「
夫
と

こ
れ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
、
ヤ

ブ
キ
タ
の
改
良
品
種
の
苗
を
分
け
て
も
ら

い
、
４
人
で
30
㌃
の
畑
に
植
え
付
け
の
が

始
ま
り
だ
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。
営

農
指
導
員
に
技
術
を
教
わ
り
、
昭
和
32
年

に
盤
山
茶
業
振
興
会
を
結
成
。
36
年
に
は

初
め
て
の
茶
摘
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
翌
年
、
全
国
茶
共
進
会
で
二
等
を
受
賞

す
る
な
ど
高
い
評
価
を
得
て
品
質
の
良
さ

　「
当
時
は
と
に
か
く
食
べ
る
こ
と
に
必

死
で
し
た
。
伐
採
し
た
切
株
の
あ
い
だ
を

山
鍬
で
耕
し
て
野
菜
を
植
え
て
い
き
ま

す
。
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
種
を
ま
き
、
初
め

て
収
穫
し
た
と
き
は
、
畑
に
し
ゃ
が
み
こ

ん
で
泣
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
母

に
も
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
か
っ
た
…
」と
、

を
実
感
し
ま
す
。
そ
の
後
、
茶
工
場
や
病

害
虫
の
防
除
施
設
、
電
力
供
給
な
ど
茶
産

地
と
し
て
の
環
境
を
整
備
。
さ
ら
に
、「
全

国
家
の
光
大
会
」
で
県
代
表
と
し
て
芳
子

さ
ん
が
取
り
組
み
を
発
表
し
、
全
国
１
位

と
な
る
農
林
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　「
盤
山
は
標
高
が
高
く
、
香
り
高
い
良

質
な
お
茶
の
栽
培
に
適
し
て
い
ま
す
。
集

落
全
員
の
協
働
、
団
結
の
お
か
げ
で
受
賞

で
き
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
」。

限られた時間。故郷の歴史を
次代へ引き継ぐことが使命

涙
を
浮
か
べ
当
時
の
心
境
を
話
し
ま
す
。

雨
が
降
る
と
集
落
の
共
同
作
業
が
で
き
な

い
た
め
、
２
km
ほ
ど
離
れ
た
営
林
署
の
山

へ
苗
木
を
植
え
に
行
く
日
々
。
仕
事
の
あ

と
は
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
、
小
学
校
に
通

う
妹
と
弟
に
持
た
せ
る
弁
当
を
作
る
た

め
、
地
元
の
家
を
回
っ
て
食
べ
物
を
恵
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。「
田
代
の
人
た
ち
に

は
本
当
に
感
謝
し
て
ま
す
。
で
も
、
自
分

に
親
代
わ
り
が
で
き
て
い
る
か
毎
日
不
安

で
し
た
。
苦
し
く
て
も
、
何
も
な
く
て
も

人
に
笑
わ
れ
な
い
よ
う
育
て
な
け
れ
ば
。

そ
れ
が
母
と
の
約
束
だ
っ
た
か
ら
――
」。

　
今
年
、
戦
後
75
年
と
い
う
節
目
を
迎

え
た
日
本
。
太
平
洋
戦
争
だ
け
で
も
、

３
百
万
人
を
超
え
る
犠
牲
者
を
出
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
も
う
」
で
は
な
く

「
た
っ
た
」
75
年
前
に
起
き
た
事
実
を
忘

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。あ
れ
か
ら
日
本
は
、

戦
争
と
無
縁
の
平
和
を
享
受
し
、
奇
跡
と

も
言
え
る
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
当
時
の
体
験
を
語
れ
る
人
は
年
々

減
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代

に
と
っ
て
、「
あ
た
り
ま
え
」
と
な
っ
て

い
る
平
和
。
し
か
し
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
無
関
心
の
ま
ま
で
は
、
こ
の
平
和
を

守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
歴
史
に
目
を

命と平和の重みを子どもたちに伝えている
写真提供：田代小学校

先遣隊の炊事を担当した
有馬 芳子 さん（盤山自治会）

Interview

与論町との姉妹盟約から半世紀
後世に継ぐ開拓魂

特
集

- 第１章 -
歴史を継ぐ

向
け
、
先
人
の
声
に
耳
を
傾
け
る
。
そ
の

体
験
と
思
い
を
受
け
継
ぐ
姿
勢
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。

　「
戦
争
で
多
く
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
そ
の
犠
牲
の
上
に
生
き
て
い
ま

す
。
あ
の
時
代
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
永

遠
の
平
和
が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
語
っ
た
芳
子
さ
ん
。
命
と
平
和
の

重
み
、
そ
し
て
故
郷
を
求
め
た
開
拓
団
の

歴
史
を
語
り
継
ぐ
こ
と
が
使
命
と
語
る
芳

子
さ
ん
は
４
年
前
、
与
論
か
ら
の
満
州
開

拓
、
田
代
盤
山
へ
の
入
植
の
歴
史
を
綴
っ

た
「
私
の
人
生
論
」
を
執
筆
。
小
学
生
に

向
け
て
開
拓
団
の
歴
史
を
生
き
た
声
で
伝

え
る
な
ど
、
自
信
の
思
い
を
繋
い
で
い
ま

す
。
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
、
そ
の
記

憶
を
心
に
刻
み
、
次
代
の
平
和
の
道
し
る

べ
に
な
る
こ
と
を
願
い
。

14 歳で与論島から満州へ移住。敗戦により満州を追われ、第二の故郷を求めて田代盤山に先遣隊炊事班として入植。90歳。

盤山青年団の団歌から一部抜粋

盤
山
青
年
団

　団
歌

有
馬 

芳
子

　作
詞

山
田 

實

　
　作
曲

あ
あ
若
人
よ
我
等
こ
そ

第
二
の
与
論
築
く
た
め

骨
も
命
も
こ
の
土
地
に

埋
め
る
覚
悟
で
働
け
ば

い
つ
か
花
咲
く
明
日
が
来
る
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昭
和
７
年
、
日
本
の
陸
軍
部
隊
「
関
東

軍
」
に
よ
っ
て
現
在
の
中
国
東
北
部
に
建

国
さ
れ
た
満
州
国
。
当
時
の
日
本
は
世
界

恐
慌
の
あ
お
り
を
受
け
、
深
刻
な
経
済
不

況
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。
と
く
に
農
村
経

済
を
支
え
て
い
た
養
蚕
業
は
大
打
撃
を
受

け
、
農
家
は
借
金
を
背
負
い
、
町
や
村
も

多
く
の
負
債
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
農
村
地
域
の
経
済
再
建
、
都
市
部
の
失

業
者
対
策
と
し
て
、
昭
和
11
年
か
ら
本
格

的
に
進
め
ら
れ
た
「
満
州
農
業
移
民
百
万

戸
移
住
計
画
」。
移
民
に
よ
る
満
州
国
の

経
営
、
農
村
地
域
の
過
剰
人
口
問
題
の
解

決
、
疲
弊
し
た
農
村
経
済
の
立
て
直
し
、

食
料
増
産
な
ど
も
目
的
と
さ
れ
、
20
年
間

で
５
百
万
人
の
移
住
を
目
指
し
、
政
府
は

国
策
と
し
て
押
し
進
め
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
背
景
に
は
満
州
国
の
支

配
や
防
衛
と
い
っ
た
軍
事
的
な
目
的
も
あ

り
、
日
本
の
戦
況
悪
化
や
、
ソ
連
軍
侵

攻
な
ど
、
結
果
と
し
て
約
27
万
人

の
開
拓
団
の
う
ち
８
万
人
以

上
が
亡
く
な
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
の
故
郷
を
求
め
、

未
開
の
大
陸
に
架
け
た
虹

明
治
の
与
論
は
チ
フ
ス
や
コ
レ
ラ
、
天
然
痘
な
ど
の
悪
疫
で
千
数
百
人
を
超
え
る
死

者
を
出
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
度
重
な
る
台
風
や
干
ば
つ
に
よ
る
食
料
不
足
。
集
団
移

住
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
島
民
は
、口
之
津
や
満
州
に「
第
二
の
故
郷
」を
求
め
ま
し
た
。

３歳で与論島から満州
へ移住。敗戦後、

田代盤山へ姉２人と入
植した。現在は自

治会長を務め、開拓団の
歴史を語り継ぐ。

盤山自治会

山田 榮一 自治会長

Interview

姉妹盟約までの歩み
錦江町と与論町

花火や市中パレードで島
民から

盛大な歓迎を受けました。
式典で

両町長が調印。1,000 人
以上が

つめかけ祝賀会が行われま
した。

姉妹盟約の式典は与論
町で行われ、

本町から 12名が出席。
パレードや

与論献奉で熱い歓迎を
受けました。

人口過密により満州への
分村

計画が立てられ、昭和 1
9 年

に 130戸が満州国錦州盤
山に

入植しました。翌年には
終戦

を迎え、日本へ引き揚げ
るこ

とになりますが、故郷与
論島

はアメリカの統治下とな
り帰

島することができません
。そ

こで内地開拓を目指し田
代大

原地区への入植を決めまし
た。

満
州
の
盤
山
へ
分
村
の
た
め
入
植

戦
時
下
、
与
論
島
は
人
口
過
密
対
策
と

し
て
移
住
を
計
画
。
二
度
目
の
移
住
先

が
満
州
国
（
現
在
の
中
国
）
で
し
た
。

敗
戦
後
に
田
代
大
原
へ
入
植

敗
戦
後
、
与
論
島
は
ア
メ
リ
カ
の
統
治

下
に
置
か
れ
て
い
た
た
め
帰
島
で
き

ず
、
第
二
の
故
郷
を
求
め
て
田
代
へ
。

田
代
町
と
姉
妹
盟
約
を
締
結

入
植
を
き
っ
か
け
に
交
流
が
始
ま
り
、

23
年
後
の
昭
和
44
年
６
月
７
日
に
、
与

論
島
で
姉
妹
盟
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
与
論
島
は
奄
美
諸
島
で
一
番
小
さ
な
島

で
、
高
台
で
も
標
高
90
ｍ
と
平
ら
な
島
で

す
。
山
や
川
は
な
く
、
周
囲
が
約
23
㎞
と

車
な
ら
30
分
ほ
ど
で
１
周
で
き
ま
す
。

　「
船
か
ら
だ
と
分
か
り
に
く
い
が
、
飛

行
機
か
ら
見
れ
ば
ど
れ
だ
け
島
が
小
さ
い

か
よ
く
分
か
る
」
と
話
す
山
田
榮
一
さ
ん

も
、
与
論
か
ら
満
州
へ
移
住
し
た
開
拓
団

の
一
人
。そ
の
割
に
昔
か
ら
人
口
が
多
く
、

口
之
津
や
三
池
に
千
数
百
人
を
移
住
さ
せ

た
明
治
の
集
団
三
池
炭
鉱
移
住
後
も
、
減

る
ど
こ
ろ
か
増
え
続
け
、
昭
和
10
年
代
に

は
人
口
が
８
千
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

　
村
当
局
が
三
池
に
続
く
「
第
二
の
集
団

移
住
」を
考
え
て
い
た
頃
、国
の
手
に
よ
っ

て
本
格
的
に
進
め
ら
れ
た
の
が
満
州
移
民

田代 盤山

屋久島

韓国

北朝鮮

中国
（満州）

与論島

奄美大島

沖縄

移
住
し
た
翌
年
に
迎
え
た
日
本
の
敗
戦

　
与
論
開
拓
団
が
満
州
に
入
植
し
た
の

は
昭
和
19
年
の
春
か
ら
秋
。
国
策
と
し

て
押
し
進
め
ら
れ
た
「
満
州
開
拓
集
団

移
民
」
が
始
ま
っ
た
昭
和
７
年
が
第
一

次
試
験
移
民
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
与
論

開
拓
団
は
12
年
も
経
過
し
て
か
ら
の
開

拓
団
で
し
た
。
翌
年
８
月
に
日
本
は
敗

戦
を
迎
え
、
満
州
を
追
わ
れ
る
歴
史
か

ら
み
て
も
、
与
論
開
拓
団
は
あ
ま
り
に

「
遅
す
ぎ
る
開
拓
団
」
だ
っ
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
遅
い
入
植
の
割

に
受
入
体
制
は
整
っ
て
お
ら
ず
、
住
宅

は
お
ろ
か
、
衣
類
や
食
料
に
も
不
自
由

し
て
い
ま
し
た
。
飲
み
水
は
、
濁
っ
た

た
め
池
か
ら
汲
ん
だ
水
を
ろ
過
し
た
も

の
で
、
塩
分
も
多
く
不
衛
生
な
環
境
。

「
食
料
増
産
。
お
国
の
た
め
―
―
」
の

美
名
の
割
に
は
、
戦
時
中
と
は
い
え
、

あ
ま
り
に
ひ
ど
い
受
入
体
制
で
し
た
。

昭和 56 年に、田代入
植 35 周年

を記念して発行された
「盤山開拓

三十五年の歩み」。開
拓当時の思

いを受け継ぐため、先
遣隊長の手

記や当時の写真も掲載
している。

入植記念日の７月 18
日に毎年集

まり黙とうを捧げてい
る。「今年

は新型コロナの影響
で集まれな

かった。来年は入植 7
5 年目。夏

に向け準備を進める」と
榮一さん。

写真は入植 70年の式典
で撮影したもの

入植 35 周年記念事業
で建てられ

た記念碑。公民館敷地
内の小高い

丘に公園を整備し、慰
霊碑も

建てられた。満州開拓
から

盤山入植までの歩みや
、

第 13 次与論開拓団の

名前が刻まれている。

盤山公民館に続く道路
沿い約 2km

に植栽された１万２千
本を超える

アジサイ。開拓団の一
員として故

有馬功氏が、盤山を訪
れる人たち

の心を和ませたいと植
え始めた。

錦
江
町
と
与
論
町
が
姉
妹
盟
約
締
結

与
論
町
と
初
の
町
職
員
人
事
交
流

交
流
事
業
と
し
て
職
員
の
人
事
交
流
が

行
わ
れ
、
本
町
か
ら
牧
原
弘
弥
主
事
が

２
年
間
、与
論
町
へ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

姉
妹
盟
約
20
周
年
で
田
代
へ
来
町

20
周
年
を
記
念
し
て
与
論
町
か
ら
10
名

が
田
代
に
来
町
。
同
年
に
与
論
町
で
記

念
式
典
が
行
わ
れ
、
固
い
握
手
で
限
り

な
い
友
好
と
交
流
を
確
認
し
ま
し
た
。

入
植
60
年
周
年
と
な
る
平
成
18
年
６
月

７
日
に
、
錦
江
町
と
与
論
町
が
あ
ら
た

め
て
姉
妹
盟
約
を
締
結
。
こ
れ
ま
で
と

変
わ
ら
ぬ
、
揺
る
ぎ
な
い
絆
と
交
流
を

誓
っ
て
、
両
町
長
が
署
名
し
ま
し
た
。

「
少
年
の
船
」
で
交
流
が
始
ま
る

田
代
か
ら
52
名
、
与
論
か
ら
45
名
の
子

ど
も
た
ち
が
「
少
年
の
船
」
で
互
い
の

町
を
訪
問
。友
好
の
絆
を
深
め
ま
し
た
。

「
食
料
増
産
、
お
国
の
た
め
に
―
―
」

第
二
の
故
郷
を
求
め
た
苦
渋
の
決
断

計
画
で
し
た
。
そ
の
頃
の
農
村
は
不
況
の

あ
お
り
で
生
活
が
苦
し
く
、
都
会
へ
出
た

若
者
も
失
業
し
て
帰
っ
て
く
る
時
代
。
耕

地
面
積
の
少
な
い
与
論
島
民
は
、
政
府
か

ら
「
満
州
へ
行
け
ば
広
大
な
土
地
を
分
け

与
え
る
。
渡
航
費
用
も
出
す
」
と
進
め
ら

れ
、
第
二
の
故
郷
を
求
め
て
分
村
移
住
と

い
う
苦
渋
の
決
断
を
強
い
ら
れ
ま
す
。

与論町との姉妹盟約から半世紀

後世に継ぐ開拓魂
特
集

- 第１章 -
歴史を継ぐ

昭和
44
年

平成
元年 昭和

63
年

平成
18
年

平成
27
年

昭和
21
年

昭和
19
年

KINKO TOWN PUBLIC RELATIONS  2020.125

4
広報

あ な た と ま ち を つ な ぐ 広 報 紙
December 2020

VOL.189
12

県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
特
選

鹿
児
島
県
代
表
で
全
国
へ

花瀬石畳弁当
［花瀬川苑］

ロールキャベツ弁当
［ホテルたけや］

３色丼弁当
［大滝の茶屋］

H28 H29 H30 R1 R2

2億円

0

2.1億
1.8億

0.6億0.5億 0.3億

1.5億円

1億円

ふるさと納税額の推移（H28 ～ R2）

※
専
決
処
分
▼
急
を
要
す
る
場
合
に
議
会
に
事
後
承
認
を
も
ら
い
予
算
を
計
上
す
る
手
続
き

2広報



スポーツ・文化スポーツ・文化 令和３年３月発行

錦
江
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
長
賞

田
代
小　
　

６
年　

今
村　

愛め
ぐ
る来

さ
ん

錦
江
中　
　

１
年　

永
峯　

綾
乃
さ
ん

特
　
　
選

田
代
小　
　

３
年　

今
村　

寛
司
く
ん

大
根
占
小　

３
年　

畠
中　

胡こ
は
ね羽
さ
ん

入
　
　
選

大
根
占
小　

３
年　

川
崎　

優ゆ

な奈
さ
ん

大
根
占
小　

４
年　

押
領
司
真
菜
さ
ん

大
根
占
小　

４
年　

水
口　

優ゆ
う
な奈
さ
ん

大
根
占
小　

５
年　

濵
田　

幸ゆ
き
な奈
さ
ん

大
根
占
小　

６
年　

城
下　

翔し
ょ
う生

く
ん

錦
江
中　
　

１
年　

鶴
﨑　

理
歩
さ
ん

田
代
中　
　

２
年　

早
瀬
ひ
な
た
さ
ん

田
代
中　
　

２
年　

邉
志
切
心き
よ
ら楽

さ
ん

平
成
２
年
か
ら
30
年
以
上
に
わ
た

り
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に

尽
力
し
、
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た

と
し
て
錦
江
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
の
川
前
伸
二
さ
ん
が
、（
公
社
）

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
合
か

ら
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。
長
年
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
活
動

に
対
す
る
敬
意
と
感
謝
、
そ
し
て

今
後
の
活
躍
に
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
、
１
月
26
日
に
畑
中
教
育
長

か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
合

明るい選挙啓発書道コンクール

川
前
伸
二
さ
ん
功
労
者
表
彰
受
賞

平成２年に田代町体育指導員に委嘱
され30年以上スポーツ振興に尽力。

山
中
琉る

く空 

選
手 

全
日
本
少
年
春
季
軟
式
野
球
大
会
に
出
場
決
定

肝属地区 48 小学校 857 点の応募から選出

大
根
占
小
を
卒
業
後
、
特
待
生
と
し
て

日
置
市
の
育
英
館
中
学
に
進
学
し
た
山

中
選
手
。
昨
年
度
ま
で
大
根
占
ソ
フ
ト

に
所
属
し
、
エ
ー
ス
と
し
て
九
州
大
会

出
場
を
決
め
る
な
ど
当
時
か
ら
注
目
を

集
め
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
全
寮
制
の

寮
で
野
球
中
心
の
生
活
。
そ
の
分
、
仲

間
同
士
の
結
束
は
固
く
、
今
年
９
月
に

静
岡
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
は

２
大
会
連
続
で
の
出
場
権
を
得
て
い

ま
す
。
新
チ
ー
ム
と
し
て
挑
む
全

国
の
舞
台
で
、
山
中
選
手

の
さ
ら
な
る
躍
進

に
期
待
し
ま
す
。

大
根
占
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
、
今
月
28
日
か
ら
宮
崎

県
で
開
催
さ
れ
る
九
州
大
会
へ
の

出
場
権
を
手
に
し
ま
し
た
。
部
員

わ
ず
か
９
人
な
が
ら
、
川
崎
赳き
ゅ
う
と駿

投
手
と
上
玉
利
璃り

く空
捕
手
の
４
年

生
バ
ッ
テ
リ
ー
を
中
心
に
地
区
予

選
を
突
破
し
、
鹿
児
島
県
大
会
で

は
見
事
５
位
入
賞
。
チ
ー
ム
一
丸

で
九
州
の
頂
点
を
目
指
す
大
根
占

ナ
イ
ン
の
活
躍
に
注
目
で
す
。

WE LOVE トンボ絵画コンで入選
大根占ソフトが九州大会出場

ト
ン
ボ
学
生
服
が
主
催
す
る
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
10
万
点
を
超
え
る
応
募
か

ら
田
代
小
の
今
村
愛め
ぐ
る来

さ
ん
が
小
学
６

年
の
部
で
入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
小

さ
な
生
き
物
の
命
に
目
を
向
け
、
自
然

保
護
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
い
た
い

と
始
ま
っ
た
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
今
回
で

35
回
目
。
大
胆
に
切
り
取
っ
た
ト
ン
ボ

の
特
徴
的
な
顔
と
向
日
葵
が
、

色
鮮
や
か
に
描
か

れ
て
い
ま
す
。

全国から 10 万 7 千点を超える応募

豊
か
な
表
現
力
を
育
て
よ
う
と

昭
和
40
年
か
ら
続
く
南
日
本
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
。
今
回
、
鹿
児

島
と
宮
崎
の
１
２
１
小
学
校
か

ら
３
３
０
点
の
応
募
が
あ
り
、

宿
利
原
小
が「
学
校
賞
奨
励
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
個
人
の
入

賞
は
４
年
連
続
で
、
今
回
は
４

名
の
児
童
が
入
賞
し
た
こ
と
か

ら
学
校
賞
も
受
賞
。「
毎
日
の

日
記
が
作
文
の
基
礎
。
限
ら
れ

た
字
数
で
思
い
を
伝
え
る
力
を

高
め
て
い
ま
す
。
題
材
を
地
域

や
家
族
の
仕
事
に
す
る
児
童
も

多
く
、
郷
土
へ
の
愛
着
も
育
ま

れ
る
の
で
は
」
と
担
任
の
中
村

剛た
け
し

教
諭
、
鳥
井
ヶ
原
み
さ
き

教
諭
は
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

南日本作文コンクールで宿利原小が学校賞奨励賞

後列㊧栫杏
あ ゆ む

由夢（入選）、㊨栫星
じょうのしん

乃愁（３席）、
前列㊧笑喜穂

ほ の か
果（入選）、㊨安田沙

さ く
來（３席）

広報きんこう特別創刊号「錦江新聞」

１
年
生
か
ら
１
番
シ
ョ
ー
ト
を
任
さ
れ
、
走
攻
守
そ

ろ
っ
た
山
中
選
手
。育
英
館
中
学
校
野
球
部
の
新
チ
ー

ム
で
は
キ
ャ
プ
テ
ン
も
担
う
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

内薗ゆめ華
は

選手県選抜で全国へ
第 17回都道府県対抗全日本中学生女子大会

鹿
児
島
商
業
高
校
剣
道
部
に
所
属

す
る
菖
蒲
佳
太
選
手
が
、
３
月
26

日
か
ら
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
る
、

全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会
に

鹿
児
島
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

す
。
県
予
選
で
は
１
年
生
な
が
ら

次
鋒
を
務
め
る
な
ど
、
チ
ー
ム
の

勝
利
に
大
き
く
貢
献
し
た
菖
蒲
選

手
。
強
豪
が
集
う
全
国
の
舞
台
で

さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
ま
す
。

大
隅
レ
ッ
ド
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
で
は
キ
ャ
プ
テ

ン
も
務
め
る
。
俊
足
を
活
か
し
た
広
い
守
備

範
囲
と
、
走
り
な
が
ら
打
つ
ス
ラ
ッ
プ
打
法

が
持
ち
味
。
県
選
抜
で
は
２
番
セ
ン
タ
ー
。

　
　
　
　
　
　
　
　錦江
中
２
年
の
内
薗

ゆ
め
華
さ
ん
が
今
月

27
日
か
ら
福
岡
県
で

開
催
さ
れ
る
、
都
道
府
県
対
抗
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決

め
ま
し
た
。
小
学
３
年
生
か
ら
競
技

を
始
め
、
現
在
は
鹿
屋
市
の
大
隅

レ
ッ
ド
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
に
所
属
。
昨

年
11
月
に
行
わ
れ
た
選
抜
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
17
名
の
県
代
表
に
選
ば

れ
、
全
国
へ
の
切
符
を
つ
か
み
ま
し

た
。「
出
塁
率
５
割
で
勝
利
に
貢
献

し
た
い
」
と
笑
顔
で
話
す
ゆ
め
華
さ

ん
の
活
躍
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

※３月開催予定の全国大会は新型コロナの影響で９月に延期が決定した

全
九
州
小
学
生
男
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
へ

錦
江
中
１
年

永
峯 

綾
乃 

さ
ん

第
30
回
全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会

菖
蒲
佳け

い

た太
選
手（
鹿
商
高
）出
場
決
定

５歳から神川剣道スポーツ
少年団で稽古に励んでいた。
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昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
県
障
害
者
保

健
福
祉
大
会
で
、
久
保
久
志
さ
ん
と
田

中
ミ
チ
子
さ
ん
が
県
知
事
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。
障
害
を
克
服
し
て
自
立
更

生
さ
れ
た
方
や
、
更
生
の
援
護
に
功
績

が
あ
っ
た
方
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
県

内
で
17
名
が
受
賞
。
町
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
の
会
長
も
務
め
る
久
保
さ
ん

は
、「
障
害
の
有
無
に
関
係
な
く
、
誰

も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
が
理
想
。
関

心
や
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
活
動
を
続

け
た
い
」と
決
意
を
の
ぞ
か
せ
ま
し
た
。

町
と
包
括
的
連
携
協
定
を
結
ぶ
鹿
児
島
純

心
女
子
短
大
と
取
り
組
む
コ
ラ
ボ
ス
イ
ー

ツ
第
６
弾
「
芋
デ
ニ
ッ
シ
ュ
」
が
、
県
内

ロ
ー
ソ
ン
全
店
舗
で
販
売
中
で
す
。
花
瀬

地
区
の
純
心
水
田
で
栽
培
さ
れ
た
米
粉
で

作
る
デ
ニ
ッ
シ
ュ
生
地
と
、
町
内
産
紅

は
る
か
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
。
農
産
物

に
付
加
価
値
を
付
け
る
６
次
産

業
化
の
狙
い
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

先
月
19
日
に
は
県
庁
を
訪
問
し
、

塩
田
県
知
事
に
も
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

身
体
障
害
者
福
祉
の
充
実
に
尽
力

錦
江
町
×
鹿
純
心
女
子
短
大

コ
ラ
ボ
ス
イ
ー
ツ
第
６
弾
！

公
園
に
み
ん
な
の
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
を

国と地域の安全を守る仕事
３月１日に錦江町自衛隊入隊者壮行会

地 域 総 合令和３年３月発行

児童 12 名を代表して感謝のことばを述べた愛甲
慶
けいしん

心くん。「次は本当の成人式。父のような警察
官を目指し夢を叶えたい」と決意を込めました。

前列左から３番目▶岩㟢保徳さん（神川上）、
４番目▶原ノ後諒さん（長谷）。

１
月
26
日
、
敵※

対
都
市
提
携
を
結
ぶ
出

水
市
と
、「
災
害
時
の
相
互
応
援
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。
毎
年
の
よ
う
に
多

発
す
る
自
然
災
害
へ
の
危
機
感
か
ら
出

水
市
へ
今
回
の
協
定
を
提
案
。
直
線
距

離
で
約
１
０
３
km
と
地
理
的
に
遠
く
、

同
時
に
大
規
模
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
る

可
能
性
が
低
い
こ
と
な
ど
か
ら
実
現
し

ま
し
た
。
被
災
時
に
は
食
料
や
飲
料
水

と
い
っ
た
物
資
提
供
、
被
災
者
の
一
時

受
入
、職
員
派
遣
も
想
定
し
て
い
ま
す
。

「遠い関係」だからこそ支援
災害時の相互応援協定を締結

鹿児島県知事表彰
（障害者更生援護部門）

久保 久志さん（鶴園）

鹿児島県知事表彰
（障害者自立更生部門）
田中 ミチ子さん（上原）

純心水田米コシヒカリの米粉を使用した
デニッシュ生地に、錦江町産紅はるかの
さつま芋ダイスをたっぷりトッピング▶

団員減少がきっかけでしたが、スポーツを通じ、学校間
を超えて始まった交流から新たな絆が生まれています。

写真は３年前の敵対都市提携。今回はコロナ禍
と鳥インフルエンザに配慮して中止されました。

※互いに魅力を競い合うことで町の PR につなげようと３年前に始まった提携

２
分
の
１
成
人
式
や
ハ
ー
フ
成
人
式
と

も
呼
ば
れ
、
成
人
の
半
分
の
歳
に
ち
な

ん
で
10
歳
の
節
目
を
祝
う
半
成
人
式
が

今
月
２
日
、
田
代
小
学
校
で
行
わ
れ
ま

し
た
。「
10
年
後
の
成
人
に
向
け
自
分

で
考
え
て
決
断
で
き
る
人
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
参
加
し
た
４
年
生
12
名
に

半
成
人
証
書
を
手
渡
し
た
田
崎
校
長
。

こ
れ
ま
で
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る

わ
が
子
の
姿
に
成
長
を
感
じ
、
涙
を
浮

か
べ
る
家
族
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

自
衛
隊
へ
の
入
隊
が
決
ま
っ
た
岩

﨑
保
徳
さ
ん
と
、
原
ノ
後
諒
さ
ん

の
自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
会
が
今
月

１
日
に
錦
江
町
役
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
木
場
町
長
は
「
災
害
多
発

時
代
の
い
ま
、
自
衛
隊
は
地
域
に

と
っ
て
最
後
の
砦
。
今
後
の
活
躍

に
期
待
し
て
い
る
」
と
激
励
。
ど

ち
ら
も
南
大
隅
高
校
を
卒
業
し
、

海
上
自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生
と
し

て
入
隊
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

先
月
21
日
に

鹿
屋
市
で
行
わ

れ
た
メ
イ
プ
ル
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ

カ
ー
大
会
で
、
全
36
チ
ー
ム
が

参
加
す
る
な
か
大
根
占
・
田
代

合
同
チ
ー
ム
が
Ｕ
12
パ
ー
ト
の

頂
点
に
輝
き
ま
し
た
。
予
選
通

過
後
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
勝
ち

上
が
り
迎
え
た
決
勝
戦
で
は
、

栫
杏あ

ゆ

む
由
夢
選
手
の
勝
ち
越
し

ゴ
ー
ル
が
決
勝
点
と
な
り
、
合

同
チ
ー
ム
と
し
て
初
め
て
の
優

勝
。
卒
団
前
の
大
き
な
思
い
出

と
し
て
胸
に
刻
ま
れ
ま
し
た
。

大
根
占
の
松
崎
公
園
、
大
橋
公

園
、
堂
之
元
公
園
は
、
老
朽
化

に
よ
る
遊
具
の
撤
去
で
公
園
と

し
て
の
魅
力
を
失
い
、
子
ど
も

た
ち
に
も
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ

な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
行
政
主
導
で
は
な
く
、

実
際
に
利
用
す
る
子
ど
も
た
ち

が
「
誰
も
が
利
用
し
た
く
な
る

公
園
」
を
目
指
し
て
話
し
合
い

を
進
め
、
町
に
対
し
て
提
案
。

自
分
た
ち
が
欲
し
い
も
の
で
は

な
く
、
人
が
集
ま
り
交
流
が
始

ま
る
理
想
の
公
園
を
描
き
ま
し

た
。
今
回
は
そ
ん
な
10
人
が
、

も
っ
と
多
く
の
人
に
こ
の
活
動

を
知
っ
て
も
ら
い
、
応
援
し
て

く
れ
る
人
、
共
感
し
て
く
れ
る

人
を
募
り
た
い
と
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
。
小

さ
な
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
使
え
る
デ
ッ
キ
付
ツ
リ
ー
ハ

ウ
ス
を
作
ろ
う
と
、
夢
実
現
に

向
け
て
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

小
学
生
10
人
が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
夢
実
現
へ

メンバー 10 人を中心に今年の夏から制作予定。参加者も随時募集中！

クラウドファンディングの支援金
はツリーハウスに使う塗料購入費
に充てられます。完成は 2022 年 3
月を予定。さらにくわしい活動内容
は、下記サイトからご覧になれます。

2/19 ～ 3/21
挑戦！クラウド
ファンディング

9/28
まちづくり講座で
住民向けに報告会

9/16
結果を町長など
行政機関に報告

8/1 ～ 8/31
夏休みを中心に
３回の話し合い

広報きんこう特別創刊号「錦江新聞」

３
月
２
日
に
目
標
額

を
達
成
し
て
い
ま
す

10
歳
の
節
目
を
祝
う
半
成
人
式
開
催

こ
れ
ま
で
の
10
年
を
振
り
返
り
感
謝
の
思
い
を
伝
え
た
12
名

地 域 総 合

かのやメイプルジュニアサッカーフェスティバル 大根占・田代サッカー合同チームが制す

県
障
害
者
福
祉
大
会
で
県
知
事
表
彰

チームをまとめたキャプテンの城下 翔
し ょ う

生 選手▶
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動物愛護法

年に１回の予防接種は義務

犬の鑑
か ん さ つ

札を付け、年１回の予防接種を

狂犬病

ルールを守り責任ある行動を

保健福祉課　☎ 22-3044
鹿屋保健所管内で犬の噛みつき事故多発

INFORMATION
市外局番は 0994 まちからのお知らせ代表☎ 0994-22-0511まちからのお知らせ

鹿屋保健所管内で犬による噛みつき事故が多発して
います。また、動物愛護法で禁止されている犬の放
し飼い行為への苦情も多く寄せられています。犬が
苦手な人もいますので、散歩中も必ずリードを付け
るなどルールを守り、年に１回の予防接種を行うよ
う、飼い主の責任と自覚を持って飼育してください。

補助金申請は４月１日から受付

政策企画課　☎ 22-3032
住宅・空き家リフォーム / 空き家解体

申請用写真も無料で撮影します

住民税務課　☎ 22-3039
マイナンバーカードの申請をサポート中！

４月１日から、令和３年度の住宅リフォーム・空
き家リフォーム・空き家解体に対する補助金申請
受付を開始します。申請の受付は予算がなくなり
次第終了しますで、早めの申請をお願いします。

昨年末から順次 QR コード付きの交付申請書をお
送りしています。パソコンやスマホからも簡単に
申請でき、同封の返信用封筒で郵送申請も可能。
役場本庁窓口では無料撮影やオンライン申請のサ
ポートも行っていますので、ぜひご利用ください。

本人確認書類（運転免許証など）/ マイナン
バー通知カード / 証明写真（4.5 × 3.5cm）

マイナンバーカード作成に必要なもの窓口申請

人や犬が発病すると治療方法がなく、
ほぼ 100％死亡すると言われる極めて
危険な狂犬病。全世界で年間 5 万人以
上が発症・死亡しています。愛犬のた
めだけでなく、家族や地域の人を守る
ためにも予防接種をお願いします。

販売期間▶５月31日月 午後５時まで

販売場所▶錦江町商工会本所 / 田代支所
販売金額▶１冊 4,000 円（額面 5,000 円）

［500 円券× 10 枚・１人１日５冊まで購入可］
使用期限▶令和３年６月 30 日まで
問合せ先▶錦江町商工会 ☎ 22-2521

禧明館 / 　我利多 / さかえ / ホ
テルたけや / 居酒屋和人 / やぶ
れ茶屋 / のりちゃん亭 / 大滝の
茶屋 / 虹の笑 / よろっで / ト
ロピカルガーデンかみかわ /
鹿児島おかえり市場 / 花瀬川苑 /KINKO ☆ BASE

錦江町の利用店↓
町外在住の方も購入できます

売り切れ次第終了

全14 店

利用店

錦江町 GOTO イート期間延長

錦江町商工会　☎ 22-2521
4,000 円で 5,000 円分のお得な食事券

4,000 円で 5,000 円分の食事ができるプレミアム
率 25％のお得な食事券を、５月末まで延長して販
売します。１回の購入につき１人５冊まで購入可能
で、購入回数の制限はありません。使用期限も６月
30 日まで延長されましたのでぜひご利用ください。

対象男性 昭和 37 年 4 月 2 日～ 昭和 54 年 4 月 1 日生れ

風しん抗体検査の期間を延長

保健福祉課　☎ 22-3044
S34.4.2～S54.4.1 生まれの男性が対象

風しんは患者の８割以上を男性が占め、妊娠中の女
性が感染すると生まれてくる赤ちゃんに障害が生じ
る恐れがあります。令和元年度から抗体検査と予防
接種を進め、対象者には無料クーポン券を送付して
いますが、今回その有効期限が令和４年２月まで延
長されましたので対象者は抗体検査をお願いします。

ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
し
た
場

合
は
再
発
行
で
き
ま
す
。
保
健

福
祉
課
へ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

昭和 37 年４月２日～昭和 41 年４月１日までに生
まれた男性には先月クーポン券を送付しています。

延長後の有効期限▶令和４年２月 28 日まで
例）2020 年３月 31 日までと記載されていても使えます

予約方法▶対象の医療機関で事前予約が必要です

◉犬を飼い始めたら、法律により居住する市
町村へ犬の登録をしなければなりません。
◉生後 91 日以上の犬は、狂犬病予防注射を
毎年１回接種しなければなりません。メールアドレスの登録

生年月日など必要情報を
登録し送信すると申請完了

スマホのカメラ機能で
顔写真を撮影して登録

❶

❷

❸

❹

申請書がない場合でも
23 桁の申請 ID が分か
る場合はこちらの QR
コードから手続き可▶

申請書に記載の QR コードからアクセス

事前
申請

必ず事
・ ・ ・ ・

前申請をお願いします
工事途中や工事完了後の補助金申請は
受付られませんのでご注意ください。

住宅リフォーム補助金

◉町内に住居があり、住民基本台帳に登録がある
◉持ち家で自己が所有している住宅
◉工事費が 20 万円以上の工事
◉施工業者が町内業者である
◉町税等に未納がない

リフォーム補助金は１回限り

空き家リフォーム補助金

◉空き家バンクに登録されている物件
◉工事費が 20 万円以上の工事
◉施工業者が町内業者である
◉町税などに未納がないこと

空き家バンク登録が条件

空き家解体補助金

◉町内に所在する空き家で、建築後 10 年以上が
経過して、１年以上居住していないこと。
◉解体経費が 30 万円以上の工事
◉施工業者が町建設業者等級別表に登録してある
◉町税などの未納や抵当権設定がないこと

倉庫や車庫のみの解体は対象外

補助金額▶
工事費の10％ / 最高15万円

改修と家財撤去の補助金合計は 40 万円を限度

※借地の際は土地所有者の同意書を添付

補助金額▶工事費の20％ / 最高20万円

家財撤去費用の補助金
5,000 円以上の家財撤去経費に対して、20 万
円を限度に全額補助します

補助金額▶工事費の10％ / 最高15万円
特別要件［12の場合は補助率・補助額が変わります］
1 65 歳以上、18 歳未満、障がい者の方がいる
場合は工事費の 20％、最高 30 万円を補助

2空き家バンクで取得した住宅は、工事費の
20％、最高 60 万円を補助

パソコンやスマホで議会傍聴

議会事務局　☎ 22-3045
錦江町議会の本会議を YouTube 配信

廃車や変更などは３月末までに

住民税務課　☎ 22-3037
軽自動車税は４月１日で課税されます

軽自動車税は４月１日現在の所有者や
使用者に課税されますので、廃車や
変更は３月末までにお願いします。

子ども用車いすの貸出サービス

錦江町社会福祉協議会　☎ 22-2000
短期間「車いす」を利用したい方へ

住友生命相互会社鹿児島支社より、子ども用車いす
１台が寄贈されました。「スミセイ・ヒューマニー」
活動の一環で、県内の学校などが連携して空き缶
のプルタブを収集・換金して購入。20 回目となる
今回は県内３社協に整備されました。無料で貸し
出しますので、希望される方はお申込みください。

貸出方法 ◉錦江町在住の方が対象です

貸出可能期間▶最長で１か月間［要予約］

申請手続き▶車いす貸出申請書に必
要事項を記入して提出してください

予約方法▶錦江町社会福祉協議会
へ電話で予約してください

☎ 0994-22-2000

「議会インターネット中継について」を選択

視聴したい動画を選択

注意・免責事項を確認
して中央の URL を選択

❶
❷

❸

❹

錦江町ホームページから「錦江町議会」を選択

スマホから視聴する場合
右のＱＲコードを読み取
るだけで視聴できます▶

※議会日程は変更される場合があります。

スマホでも
さらに YouTube   錦江町議会事務局

◉トラクターなどの「農耕用特殊自動車」も、
公道走行の有無に関係なく登録が必要です。

昨年の 12 月議会から本会議の生中継と録画映像の
配信を行っています。次回は３月 18 日の一般質
問と 19 日の最終本会議の配信を予定しています。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
緊
急
経

営
対
策
資
金
の
融
資
限
度
額
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た

融
資
対
象
者

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
最
近
１
か
月
間
の
売
上
高

等
が
前
年
同
月
の
売
上
高
等
に
比
べ

て
15
％
以
上
減
少
し
て
い
る
中
小
企

業
者
（
個
人
事
業
主
（
小
規
模
企
業

に
限
る
に
あ
っ
て
は
５
％
以
上
）

（
い
ず
れ
も
市
町
村
で
認
定
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。）

融
資
限
度
額　

運
転
資
金･

設
備
資

金
６
，
０
０
０
万
円

融
資
期
間　

10
年
以
内

（
う
ち
据
置
５
年
以
内
）

融
資
利
率　

年
1.4
％
～
年
1.9
％

（
３
年
間
実
質
無
利
子
）

保
証
料
率　

年
０
％

申
込
期
限　

令
和
３
年
３
月
31
日

（
保
証
機
関
の
受
付
日
）

問
市
町
村
商
工
担
当
課
、
金
融
機
関

ま
た
は
県
庁
中
小
企
業
支
援
課

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
９
４
６

障
害
者
の
法
定
雇
用
率
が
引
き
上
げ

に
な
り
ま
す

３
月
１
日
か
ら
、
法
定
雇
用
率
が
以

下
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。
あ
わ
せ

て
対
象
と
な
る
事
業
主
の
範
囲
も
広

が
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
令

和
２
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ

れ
て
い
る
方
で
、
令
和
３
年
度
も
引

き
続
き
在
学
予
定
の
方
へ
、
３
月
末

に
基
礎
年
金
番
号
等
が
印
字
さ
れ
た

ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る

方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
返
送
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
令
和
３
年
度
の
申
請
が
で
き
ま

す
。（
こ
の
場
合
在
学
証
明
書
ま
た

は
学
生
証
の
写
し
の
添
付
は
不
要
で

す
。）な
お
、
令
和
３
年
度
は
学
生
納

付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料

の
納
付
を
希
望
の
場
合
は
、
納
付
書

を
作
成
し
て
送
付
し
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
期
間
は
年
金
額
に

反
映
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
将
来
受

け
取
る
年
金
額
を
増
額
す
る
た
め
に

も
、
後
か
ら
納
付（
追
納
）
す
る
こ

あなたをずっと支え続けるための国民年金

国民年金保険料学生納付

特例の申請について

住 民 税 務 課　☎ 0994-22-3039
住 民 生 活 課　☎ 0994-25-2511
鹿屋年金事務所　☎ 0994-42-5121

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
特
例
の
免
除
申
請

　

令
和
２
年
２
月
以
降
に
収
入
が
減

少
し
た
場
合
は
、
臨
時
特
例
措
置
と

し
て
本
人
申
告
の
所
得
見
込
額
を
用

い
た
簡
易
な
手
続
き
に
よ
り
、
国
民

年
金
保
険
料
免
除
申
請
が
で
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
令
和
２
年
２
月
以
降
に

収
入
が
減
少
し
た
方
等
詳
し
い
こ
と

は
、
役
場
年
金
担
当
窓
口
又
は
、
年

金
事
務
所
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

任
意
加
入　

　

60
歳
～
64
歳
の
方
で
、
任
意
加
入

し
納
付
す
る
こ
と
で
受
給
資
格
要
件

を
満
た
す
可
能
性
の
あ
る
方
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
案
内
チ
ラ
シ
・
申
出

書
・
口
座
振
替
申
出
書
が
送
付
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
金
額
の
増
額

希
望
の
方
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

65
歳
に
な
っ
た
ら
老
齢
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期
間

（
保
険
料
免
除
期
間
な
ど
を
含
む
）が

10
年
以
上
あ
る
方
が
、
65
歳
に
な
っ

て
か
ら
受
け
ら
れ
る
の
が
老
齢
基
礎

年
金
で
す
。
令
和
２
年
度
の
年
金
額

（
満
額
）は
78
万
１
７
０
０
円
で
す
。

問
合
せ　

鹿
屋
年
金
事
務
所

☎
０
９
９
４
‐
42
‐
５
１
２
１

法
定
雇
用
率

民
間
企
業　

2.2
％
→
2.3
％

対
象
と
な
る
事
業
主
の
範
囲 

民
間
企
業　

従
業
員
45
・
５
人
以
上

→
従
業
員
43
・
５
人
以
上

障
害
者
の
雇
用
に
あ
た
っ
て
は
、
助

成
金
な
ど
の
各
種
支
援
策
が
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
鹿
児
島
労
働
局
ま
で
。

問
鹿
児
島
労
働
局
職
業
対
策
課

☎
０
９
９
‐
２
１
９
‐
８
７
１
２

照
葉
樹
の
森
イ
ン
ベ
ン
ト
案
内

照
葉
樹
の
森
で
は
自
然
を
満
喫
で
き

る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
工
作
教
室
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
ご
家
族

や
お
友
達
と
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

1
自
然
体
感
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
陣
ノ

岡
～
横
尾
岳
）
３
月
28
日
日

※
参
加
費
、
応
募
期
間
な
ど
イ
ベ
ン

ト
の
詳
細
は
、
照
葉
樹
の
森
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
照
葉
樹
の
森
管
理
事
務
所

☎
０
８
０
‐
６
４
１
７
‐
６
５
１
８

交
通
事
故
相
談
所
が
実
施
す
る
出
張

相
談
に
つ
い
て

鹿
児
島
県
交
通
事
故
相
談
所
で
は
、

大
隅
地
域
振
興
局
に
お
い
て
定
期
的

な
出
張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
３

月
15
日
か
ら
３
月
末
ま
で
の
相
談
は

下
記
の
と
お
り
実
施
す
る
予
定
で

す
。
な
お
、
相
談
は
無
料
で
す
。

【
大
隅
地
域
振
興
局
で
の
実
施
】

日
時 　

３
月
25
日
木

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
２
時

（
相
談
受
付
は
午
後
１
時
30
分
ま
で
）

場
所　

 

大
隅
地
域
振
興
局
１
階

申
し
込
み
方
法

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

観
点
か
ら
出
張
相
談
は
中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
相
談
を
ご
希
望

の
際
に
は
、
必
ず
事
前
の
ご
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
県
交
通
事
故
相
談
所

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
２
６

４
月
６
日
か
ら｢

春
の
全
国
交
通
安

全
運
動｣

が
始
ま
り
ま
す

新
し
い
年
度
の
始
ま
り
は
、
入
学
や

進
級
等
も
あ
り
、
例
年
、
小
学
生
の

歩
行
中
、
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事

故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ
の

機
会
に｢

交
通
安
全
の
主
役
は
自
分

自
身
で
あ
る
こ
と｣

を
改
め
て
自
覚

し
、
安
全
運
転
や
交
通
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

問
県
庁
く
ら
し
共
生
協
働
課

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
２
３

子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
負
担
無
料
の

対
象
が
広
が
り
ま
す

経
済
的
理
由
か
ら
医
療
機
関
の
受
診

を
控
え
る
こ
と
に
よ
る
症
状
の
重
篤

化
を
防
ぐ
た
め
、
医
療
機
関
等
に
お

問 鹿児島県立 南大隅高校　☎ 0994-24-3155

3 年生の竹川陸斗と竹﨑文香さんが神山小 4 年生
のそろばんの授業（算数）に参加し、そろばんの手
ほどきをおこないました。「子どもたちがよく理解し
てくれて，うれしかった。」と指導に手応えを感じ、
温かい雰囲気で交流を行うことができました。

毎月、南大隅高校が発行している「南大隅高校だより」
から、一部の記事を抜粋して掲載しています。

南大隅高校だより広報きんこう版
2021.3.11 発行

南大隅町の神山小で「そろばん指導」

け
る
窓
口
負
担
を
な
く
す
子
ど
も
医

療
給
付
の
対
象
者
に
つ
い
て
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
高
校
生
ま
で
拡
充

し
ま
す
。

新
た
な
対
象

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
未
就
学
児
に

加
え
、
高
校
生
（
18
歳
に
達
す
る
日

以
後
最
初
の
３
月
31
日
）
ま
で

拡
充
時
期　

令
和
３
年
４
月
１
日
診

療
分
か
ら

無
料
に
な
る
医
療
費

保
険
が
適
用
と
な
る
入
院
（
食
事
の

費
用
は
除
く
）、通
院
（
歯
科
含
む
）、

お
薬
、
訪
問
看
護
、
柔
道
整
復
施
術

療
養
費

※
市
町
村
に
よ
っ
て
給
付
を
受
け
る

た
め
の
手
続
き
が
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
お
住
ま
い
の
市
町

村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
庁
子
ど
も
家
庭
課

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
７
６
３

県
産
材
を
使
用
し
た
新
築
住
宅
や
感

染
症
対
策
と
あ
わ
せ
て
行
う
増
改
築

な
ど
に
対
す
る
支
援
が
あ
り
ま
す

感
染
症
拡
大
に
よ
り
減
少
し
て
い
る

県
産
材
の
需
要
回
復
を
図
る
た
め
、

｢

か
ご
し
ま
緑
の
工
務
店｣

が
新
築

す
る
木
造
住
宅
に
対
し
て
最
大
38
万

円
の
助
成
や
、
感
染
症
対
策
と
併
せ

て
行
う
増
改
築
等
に
対
し
て
木
材
購

入
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

助
成
の
内
容
等

1

｢

か
ご
し
ま
木
の
家｣

緊
急
支

援
事
業
（
新
築
）

か
ご
し
ま
材
を
使
用
し
た｢

か
ご
し

ま
木
の
家｣

の
新
築
に
対
す
る
助
成

2
か
ご
し
ま
材
に
よ
る｢

新
し
い
生

活
様
式｣

創
造
事
業
（
増
改
築
等
）

か
ご
し
ま
材
を
使
用
し
た
感
染
症
対

策
と
併
せ
て
行
う
増
改
築
等
や
木
製

品
の
設
置
に
対
す
る
助
成

※
両
事
業
と
も
か
ご
し
ま
緑
の
工
務

店
を
通
じ
て
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

問
県
庁
か
ご
し
ま
材
振
興
課

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
３
３
６
６

令
和
２
年
分
の
確
定
申
告
の
準
備
は

お
済
み
で
す
か

申
告
と
納
税
の
期
限

急
　
募

(株) エム・コーポレーション

㈱エム・コーポレーション  ☎ 0994-40-3443
〒893-0063 鹿児島県鹿屋市新栄町３２−８問合せ先

清掃スタッフ募集
勤務地▶介護老人保健施設 みなみかぜ
賃　金▶時給 820円　
就業時間▶ ❶６時 30 分～ 10 時 15 分
　　　　　 ❷６時 30 分～ 14 時 30 分

※週６日勤務で❶❷体制

安心の 365 日・24 時間受付
家族葬、自宅葬から一般葬まで

なんぐう
愛・まごころ Lumiere

総 合 葬 祭

錦江町馬場 2142 番地 1（タイヨーさん隣）
℡（0994）28-3491・℡（0994）24-4444

「もしも…」の時。すぐ、お電話ください。
　　　　　　　　すぐ、お迎えに参ります。

所
得
税･

贈
与
税･

個
人
事
業
者
の

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
４
月
15

日
木
ま
で

※
緊
急
事
態
宣
言
の
期
間
延
長
に
よ

り
、申
告
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

問
最
寄
り
の
税
務
署

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
３
３
６
６

児
童
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に

お
電
話
く
だ
さ
い

１
８
９
へ
か
け
る
と
、
お
住
ま
い
の

地
域
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま

す
。
通
話
料
は
無
料
で
３
６
５
日
24

時
間
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
大
隅
児
童
相
談
所

☎
０
９
９
‐
43
‐
７
０
１
１

鹿児島県
最低賃金

時間額 効力発生日

793 円 令和２年10 月３日

鹿屋労働基準監督署　☎ 0994-43-3385

鹿児島県下全ての労働者に適用されます。
ただし、別に定める特定（産業別）最低賃金の産業
に該当する場合は、当該最低賃金も適用されます。

最低賃金が改正されました
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住所 /肝属郡錦江町馬場1187-1　連絡先 /090-7447-0319（担当：川口初美）

訪問看護ステーション養
よ う か て ん

花天
〈関連事業〉

　看多機とは医療ニーズの高い方が、慣れ
親しんだ地域で暮らし続けることをサポー
トするため、看護と介護を組み合わせた
介護医療保険適用の仕組みのことです。
　訪問介護・訪問看護・通い・宿泊の４つ
の機能があり、利用者様の主治医と連携
を図りながら、365 日 24 時間対応。状況
に応じて柔軟に支援を行うので、利用者
様やご家族の不安や負担を軽減できます。

今年５月にオープンする看
か ん た き

多機「宝
ほうじゅ

樹」のスタッフを募集します
新しい職場を自分たちで働きやすいように、自分たちの力で築いていきましょう。
資格は無くても大丈夫です。まずはご連絡ください！

在宅で病院と同じ医療介助を

組み合わせ自由の４つのサービス！

基本的な暮らしを援助

柔軟に利用できるデイケア不安に応えるショートステイ

看護師が必要に応じてご自宅を訪問。24
時間 365 日対応のきめ細かい看護です。

訪問介護員が、食事・入浴・掃除など、身
体と生活の両面から暮らしを援助します。

通いで利用者が交流できます。家族による
送迎や時間変更などにも対応しています。

９居室があり、利用者の状態や家族のご都
合に応じて緊急の泊まりにも対応します。

訪問看護

宿泊

訪問介護

通い

看護師・准看護師、介護支援専門員、介護福祉士、介護職員
の４職種を募集しています

❶

❸

❷

❹
タイヨー

R269

錦江園

ＭＡＰ

松崎公園宝樹

錦江町役場→←南大隅町 ルミエール
コメリ

看多機「宝樹」について

広告

申込不要 / 無料

意見交換しながら考えましょう

「事業継承」とはなにか第

27
回錦江町まちづくり町民講

座

Zoom でのオンライン参加もできますので
下記ＱＲコードから開催時間
までにログインしてご参加
ください。（事前申込は不要）

オンラインでも参加できます

ローカルベンチャー戦略アテンダント友田 景 氏

当日は、マスク着用と入口での手指
消毒など感染予防にご協力くださ
い。37.5 度以上の発熱や体調不良
の場合は参加を控えてください。

新型コロナ対策をお願いします

※新型コロナウイルスの感染状況によってはオンライン開催の
みになる場合があります。

日時▶３月29日月 18:30 ～20:00

会場▶錦江町役場 ２階会議室

　事業の後継ぎは『子ども』、『親族』しか選択肢がないの
か。行政は今後どのような立ち位置で、支援なのか応援な
のか、何ができるのか。今回は、ななお事業継承相談所の
ローカルベンチャー戦略アテンダントの友田景氏を講師で
お招きし、『事業継承』について住民の皆さんと行政が一
緒に理解し、納得できる『かたち』を創造します。
　また、来年度計画している事業やこれまでの取組など、
これまでの経緯などもご紹介します。『事業継承とは何な
のか』、『事業継承は必要なのか』を意見交換しながら、一
歩ずつ理解していければと考えています。最後に、参加し
た皆さんが参加して良かったと思える町民講座になればと
思います。皆さまのご参加お待ちしています。

問 錦江町役場 政策企画課 ☎ 0994-22-3032

大学卒業後、テニスインストラ
ク タ ー を 経 て、2001 年 に 大 阪
府柏原市議会議員選挙において
最年少・最高得票にて初当選。
2005 年 に 最 高 得 票 に て 再 選。
NPO 法人ドットジェイピーの理
事として、議員インターンシッ
プ事業を全国展開し、全国 10 支

部に拡大する。2007 年に企業再生コンサルティング
会社に入社。中小企業の事業再生や事業承継支援に
携わる。2009 年にベンチャーのコンサルティング会
社の取締役就任。CSR 経営、CSV を通じた経営支援、
社会的インパクト評価（SROI) の活用による行政や
企業のマネジメント改善に取り組む。2017 年 5 月に
株式会社ビズデザイン大阪を設立し、代表取締役就
任。大阪に拠点を移して、企業と地域の生き残り支
援をすべく活動中。現在は、デュアラーとして、大
阪府柏原市と石川県七尾市の二拠点居住をしている。

ななお事業継承相談所（七尾街づくりセンター株式会社）

オンライン参加はこちらからご参加ください▶

『事業継承について話そう～しごとの後継ぎってどんなこと～』
講師　友田 景 氏　ななお事業継承相談所（七尾街づくりセンター株式会社）現在、医療従事者への新型コロナワクチン接種が始まっていますが、国が示す優先順位に応じ

て順次接種が進められています。錦江町でも高齢者を優先して、４月下旬から接種券を送付し
ます。任意接種となりますので希望される方は予約手続きをお願いします。

新型コロナワクチン接種
接種体制の準備を進めていますので、もうしばらくお待ちください。

問錦江町役場 保健福祉課  ☎22-3041

接種費用 全額無料です。詐欺などに要注意！

全額公費で接種を行うため、無料で接種できます。

接種場所 町内の医療機関と特設接種会場

町内の医療機関で接種できます。また、医療機関以
外にも接種会場を設ける場合があります。
※接種場所は決まり次第お知らせします。

優先接種 高齢者を優先に順次接種します

確保できるワクチンの量に限りがあるため、国が示
す優先順位に応じて、順次接種を進めていく予定で
す。接種の優先順位はつぎのとおり。

接種方法 事前予約と２回の接種が必要です

事前の予約が必要です。予約開始日や予約の方法は、
詳細が決まり次第お知らせします。接種回数は１回
目の接種から３週間あけて２回の接種が必要です。

※接種開始時期は改めてお知らせします。

予約方法 電話かネットか選択して予約する

コールセンターに電話で予約するか、スマホからＱ
Ｒコードを読み取ってシステムから予約する２種類
あります。接種券に同封される案内をご覧ください。

ワクチンの供給状況により、
高齢者もさらに優先区分を設
ける場合もあります。

呼吸器疾患や心臓病、腎臓病、
糖尿病などの基礎疾患のある
方。町ホームページに掲載。

上記12を除く 16 歳以上の錦
江町民が対象。妊娠中の方は
主治医等にご相談ください。

1 高齢者

2 基礎疾患のある方

3 上記の1と2以外の方

任意接種 予防効果と副反応リスクの理解を

新型コロナワクチン接種は強制ではありません。
しっかり情報提供を行ったうえで、接種を受ける方
の同意がある場合に限り接種を行うことになりま
す。感染症予防の効

・ ・

果と副反応のリ
・ ・ ・

スクの双方を理
解したうえで、接種を行ってください。
※予防接種による健康被害が生じた場合には、予防接種
法に基づく救済を受けることができます。　

※医療従事者や高齢者施設等従事者は記載していません
が、国が示す優先順位に応じて接種を進めています。

送付予定
４月下旬

ワクチン接種をかたる不審電話に注意
ワクチン接種のために金銭や個人情報を電話で
求めることはありませんのでご注意ください。
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　2 月 13 日（土）に田代小学校の５年生を対象に「防災教室」
を行いました。今回も錦江町の防災専門監である小瀧さん
を講師に、避難や備蓄に関する座学やビニール炊飯の実践
やカードゲームを通した防災知識の復習など盛りだくさん
の内容でした。子どもたちからは、「一番楽しかったのは防
災カードゲーム」、「田代ならではの防災や避難について学
べてよかった！」などの意見もありました。
　この教室は、昨年度の未来想像・創造コンテスト～自分
またはみんなで学びたいこと～で最優秀賞に選ばれた原澤
隼
はやと

くんの提案を事業化したものです。昨年度から田代小学
校や錦江町防災専門監の小瀧さんと話し合いを進め、全３
回の防災教室も今回が最後となりました。ビニール炊飯の
実践では錦江町社会福祉協議会の皆さんにもお手伝いいた
だき、まさに地域一丸となった授業プログラムでした。
　引き続き、子どもたちの学びたいことを実践的に学べる
機会や場を提供できるよう小中学校や地域内外の企業・人
材と連携して実施していきたいと思います。
　今年度、田代小学校で実施した防災教室（１学期に１回
で年３回）は、各学校がある地域や特性に応じて実施が可
能です。また、子どもだけでなく保護者も一緒に学ぶプロ
グラムもあります！（講師はもちろん小瀧さん）
興味のある方はぜひお声かけください。

　２月 22 日（月）～２月 26 日（金）の期間で、鎌倉市の
面白法人カヤックが運営する「まちの社員食堂」にて錦江
町の食材を使ったランチとディナーが提供されました。
　期間内は、錦江町のポスターやチラシ、大漁旗が設置さ
れ錦江町一色の店内。一昨年、この食堂を利用して移住定
住フェアを行ったことがきっかけで、この時来訪いただい
た方々もランチを食べに来てくださいました。
　「ヒラマサのなめろうがおいしかった！」、「野菜も新鮮で
おいしい」などといった感想をいただいており、連日完売
というご好評をいただきました。

　児童生徒の家庭学習を補完し基礎学力を向上させなが
ら、デジタル機器・環境に親しみ、これからの時代に必
須である ICT（情報通信技術）への理解と、主体的・自
立的に情報を活用する能力の育成を目的とした新たな学
習教室を開講し、現在 42 名の受講生が学習に励んでい
ます。令和３年度の受講生を募集しておりますので、興
味のある方は未来づくり課までお問い合わせください。

対象▶町内在住で、現在小学４年～ 6 年生及び中学
1 年～２年生の児童生徒
受講料▶小学生 3,000 円 / 月、中学生 4,000 円 / 月
※初回はテキスト料が別途発生します。
※兄弟姉妹での入塾や錦江町就学援助費受給者への
助成があります。

錦江町「MIRAI」づくりプロジェクト
問合せ▶錦江町まち・ひと・『MIRAI』創生協議会

☎ 0994-25-1001みんなで未来をつくろう

まちの社員食堂（鎌倉市）で錦江町ランチを提供 子どもからの政策提案を事業化！
田代小学校で防災教室を実施

最優秀賞

ジブリに出てくるようなロ
ケーションの花瀬神社がと
てもすきです。すきな場所
で妹の成人祝いを撮影することができてとても幸せです。
コロナ禍でなかなか実家のある田代に帰省することができ
ませんが、また帰省した時にはカメラを持ってたくさん写
真を撮りたいと思います。自然豊かな田代がだいすきです。

さこあすか 様

錦江町フォトコンテスト
3 月のお題は「春の気配」です。暖かい季節になり、春を感じるこ
とも増えましたね。投稿お待ちしております。 １

月
の
お
題
「
新
年
」

▶応募方法　町ホームページで
ご確認ください（右記ＱＲコード）

▶応募締切　３月31日水 まで
▶受賞作品発表　4 月中旬予定

３月のお題は「春」
予告

R3 年度「錦江町 MIRAI 寺子屋塾」受講生募集

ヒラマサとなめろうの２色丼 ヒラマサと野菜の甘酢炒め

K I N KO　P H O T O C O N T E S T
― 錦江町フォトコンテスト 2020　子どもたちに残したい町の風景 ―

# 錦江町フォトコン　#KINKO TOWN　# 神川大滝　# 影絵の祭典　# 花瀬川　# 落ち武者 BOOWYS

「
稲
尾
岳
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
天
の
川
」

「
開
聞
岳
と
ひ
ま
わ
り
と
夕
陽
」

「夕焼け見る人たち」

kishitakota さん

最優秀賞

優
秀
賞

優
秀
賞

「錦江町フォトコン 2020」では、「子どもたちに残したい錦江町の風景」をテーマに、錦江町の美しい自然や四季折々
の景観、人々の暮らしの風景を募集したところ、125 点の素晴らしい作品が寄せられました。ご応募いただいた
皆さまありがとうございました。応募作品は、今後の町の PR・ファンづくりのために大切に活用させて頂きます。

「ふるさと賞」
monyamadono07 さん

ka_na さん

錦江町フォトコンテスト 2021 開催中
インスタグラム、Facebook からの応募も可能で、
フリーフォト部門のほか毎月表彰の「お題部門」も
あります。ぜひ町民の皆さんも一緒に楽しくご参加
ください。※ふるさと納税寄附金を活用しています

応募部門
1フリーフォト部門（フォトデータの部／ SNS の部）
2今月のお題部門（毎月表彰）

応募方法　錦江町ホームページをご覧ください

問錦江町フォトコン実行委員会　☎ 25-1001

KINKO TOWN PUBLIC RELATIONS  2021.315 14広報



東京芸術座の 19 名が巡回劇場で来町

子どもたちが芸術に触れる機会を
プロの優れた舞台芸術を鑑賞することで、発想力やコ
ミュニケーション能力を育成する文化庁の巡回公演事
業が２月 12 日から町内４小学校で行われました。17
日は、暗幕や照明が設置され劇場と化した体育館で、
池田小と宿利原小の児童 33 名が鑑賞。東京芸術座に
よる迫真の演技を、真剣な眼差しで見つめていました。

大原小学校の呼びかけで始まった巡回公演は大根占小と神川小でも
開催。まるで劇場と思わせる特設セットでプロの演技に触れました。

※撮影時のみマスクを外している場合があります

第 30 回少年サッカー大根占大会

かけがえのない仲間と挑む
２月 14 日、錦江町総合グラウンドでサッ
カー大根占大会が行われ、県内各地から
参加した 32 チームが優勝を争いました。
U12 と U10 の各パートで予選が行われ、
大根占と田代の合同チームが出場。U12
パートでは予選を全勝で勝ち上がりました
が準決勝で惜しくも敗れベスト４という結
果。主将の城下翔

し ょ う

生くんは「卒団まで残り
わずか、最高の仲間と悔いのない試合をし
たい」と力を込め次の大会を見据えました。

田代上原在住の藤嶺隆さんが２月12日から１週間、地
元田代中で絵画の作品展を行いました。４年前から同
校で剣道を指導する縁から実現したもので今回が初め
て。縦160cmを超える100号の油絵を始め全37点が展
示された多目的ホールには絵画の道具やスケッチも置
かれ、生徒たちは実際に触れ絵画の世界を学びました。

全 37 作品が並んだ「現代美術の世界」

桜島などテーマに田代中で絵画展

天空に伸びる山「構
かまえ

」について解説する藤嶺さん。「基礎の大切さと
希望を表現した。夢に向かって伸びてほしい」と期待を込めました。

K
inko Tow

n Pickup Photonews

フォトニュース
勝てば決勝トーナメント進出という重要な一戦で、気迫溢れるプレーを見せた選手
たち。10 番を背負う栫杏

あ ゆ む

由夢くん（宿利原小）はダメ押しとなる３点目を決めた。

３月１日から始まった春の火災予防運動

町消防団７分団が火災想定訓練
春の火災予防運動を前に、錦江町消防団の全７分団
が早朝訓練を行いました。２月 28 日早朝、悪天候の
なか鳴り響いたサイレンで町内一斉に始まった訓練。
池田分団と南部消防署、役場消防隊は住宅地付近で
発生した山林火災を想定し、本番さながらの緊張感の
なか、連携を図りつつ迅速な消火活動を展開しました。

田代小３年の児童14名が２月16日、農産加工グルー
プうんめもんの会から郷土料理を教わりました。毎年、
３年生を対象に行われ、この日は鹿児島の郷土料理、
ガネとカライモ餅を調理。代表を務める猪鹿倉房子さ
んは、「家庭で作る機会も減っている。故郷や地域の
味に触れる機会になれば」と活動に期待を寄せました。

田代小３年生 14 名が故
ふるさと

郷の味に触れる

うんめもんの会が郷土料理を伝授

振り返り見えてきた町の未来と展望とは

未来づくり専門員６名が活動報告
総務省の地域づくり協力隊制度を活用し、未来づくり
専門員として地域課題に取り組む６名が報告会を開催
しました。２月 26 日はオンラインも含め 31名が参加。
本土最南端ワイナリーの立ち上げを目指す今井雄一さ
んは、「錦江町産ワインを新たな人の流れを生み出す
契機にしたい」と、町の将来を見据え力を込めました。

㈱燈
あかり

を立ち上げゲストハウスよろっでを運営する山中陽
あきら

さん。「空き
家対策に限らず交流拠点など幅広い可能性を秘めている」と話した。

コツを教わりながら慣れない手つきでカライモ餅を丸める子どもた
ち。「おいしかったから家でも作りたい」と意気込む水流和

やまと

くん㊨。

強い冬型の気圧配置の影響で、錦江町でも池田や田
代地区など山間部を中心に５年ぶりとなる大雪が降り
ました。標高約 300 ｍに位置する大原小学校の校庭
では７cm を超える積雪を記録。一面の銀世界に興奮
した様子の子どもたちは、極寒のなかでも雪だるまや
雪合戦と、普段経験できない遊びを満喫していました。

2016 年以来５年ぶりとなった大雪に興奮

最強寒波の影響で一面の銀世界に

雪が降り続くなか寒さに負けず校庭を走り回る子どもたち。左から
１年の大浦地駈

かける

くん、川畑尚
な お き

輝くん、２年の石田円
つぶら

さん、町優
ゆ う か

香さん。

住宅地への延焼を防ぐ想定で行われた３部隊による実践的な合同訓
練で、限られた水利を迅速かつ的確に中継する池田分団の団員たち。

まちの話題をピックアップ
Kinko Town Pickup Photonews
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Y am a b u n　　 　　　Bo o k　　　　 　New s

今 月 の 新 着 本

70 歳の夏川秋代は、夫を亡くして
ひとり暮らし。ある日、長女の婚約
者と語る若い男が突然やって来た。
戸惑う秋代をよそに家に上がり込
む謎めいた男に、新手の詐欺ではな
いかと疑いを抱く。しかし秋代は、
２人の息子にも相談できないある
理由があった――。家族のあり方や
人々のつながりを問う渾身の長編。

だまされ屋さん　著：星野 智幸

話 題
いま話

・ ・

題のあの本を毎月ご紹介！

猫と２人暮らしの郵便局員は、脳腫瘍
で余命が残りわずかと宣告される。絶
望的な気持ちで家に帰ると、自分とまっ
たく同じ姿の、悪魔と名乗る男が現れ

「世界からひとつ何かを消す代わりに、
１日だけ命を得ることができる」と取
引を持ち掛ける。僕と猫と陽気な悪魔
の、命を懸けた７日間が始まった ――。

世界から猫が消えたなら　著：川村 元気

コロナと潜水服　著：奥田 英朗

文セ図
図書司書補が厳

・ ・

選する今月の１冊

　　　▶文化センター図書室（大根占）☎ 0994-22-0517　▶やまんなか図書室（田代）☎ 0994-25-2511
　　　▶開館時間：午前９時～午後５時まで（12 時～ 13 時閉館）▶休館日　文　毎週月曜（祝日の場合は翌日休館）　や　毎週火曜

図書室からのビッグでブックなお話です！

日本の歴史 366 
監修：小和田 哲男

①入社１年目ビジネスマナーの教科書②ていねいなひとり暮らし③ほったらかし弁当④これが最後の
片づけ！⑤料理のコツ解剖図巻⑥まいにち小鍋⑦整理収納の常識⑧人生がときめく片づけの魔法

文化センター図書室 やまんなか図書室

10 かいだてのおひめさまのおしろ
作・絵：のはな はるか

小さな救世主が現れた ! なんと５歳の
息子は新型コロナウイルスが感知でき
る ? パパの取った究極の対応策とは。

「コロナと潜水服」のほか、「海の家」「パ
ンダに乗って」など５つの短編を収録。
コロナ禍の世界に贈る、愛と奇想の奥
田マジックが全開。あなたの“しあわ
せ観”を問うファンタジー短編作品。

子どもたちにオススメの本

※文＝文化センター図書室　や＝やまんなか図書室

や
ま
ん
な
か
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書
室
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化
セ
ン
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題
の
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月
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紹
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やま図

絵
本

やまぶんブックニュース 3/25 木から

リサイクルブックフェア

（本の譲渡会）を開催！

児
童
書

休
日
が
楽
し
み
に
な
る

昼
ご
は
ん

著
：
小
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真
規
子

１
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宏
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力
！

中
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犯
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武
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信
彦

銀
河
食
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の
夜
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さ
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し

女
子
校
礼
讃
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酸
な
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子

灼
熱
起
業著

：
高
杉 

良

「リサイクルブックフェア開催」進学や就職など新生活が始まる季節！そんな春にオススメの一冊をお届けします。

日時 ３/25木～ 9:00 ～ 17:00

場所 文化センター 図書室前
※譲渡冊数は１人５冊までです（雑誌は１冊）

一般書、小説、児童書、絵本など図書室内の
リサイクル本の譲渡会を開催します。先着
順となりますのでお早めにご来場ください。

新型コロナ発生から約１年。生活は一
変し多くの催しが中止に追い込まれてい

ます。表彰式もそのひとつかもしれません。夢の実現や
目標達成に向け、それぞれの舞台で活躍する人たちを一
人でも多く紹介したいと、令和２年度を振り返りで企画。
錦江町ニュースとして掲載しました。広報に寄せられ
た情報で掲載していますので、すべて紹介できていな
いのが現状。不定期ながら「錦江新聞」の発行は続き
ますので、皆さまからの情報お待ちしています。（今村）

編集後記

朝起きるとあたり一面真っ
白な雪景色。５年ぶりの積
雪となった田代地区では、
登校する子どもたちから賑
やかな声が聞こえていまし

た。大原小学校へ向かう途中も降り続け、着いてみるとそこは
別世界。今日限りの雪遊びを楽しむ児童に元気をもらいました。

［今月の表紙］

広報きんこう有料広告募集

１枠（縦 50mm×横 87mm） 月額5,000円

広報きんこうに掲載する有料広告を随時募集していま
す。毎月第２木曜に発行される広報紙は、アイデア次
第でさまざまな用途に利用可能！錦江町ホームページ
をご覧になるか政策企画課へお問い合わせください。

政策企画課 ☎ 22-3032

①介護福祉士
②介護職員 
③看護師

菜の花デイサービス　　
センター

 ☎２８- ３０５５

受付は
随時！
お気軽に
お電話

ください。（パート又は正職員）

募集
新聞配達スタッフ募集！

南日本新聞 なんぐう販売所  ☎ 0994-22-1811
〒893-2303 肝属郡錦江町馬場1567 番地 1問合せ先

配達区域▶池田地区
配達時間▶ 4 時頃から 6 時頃の間で 1 時間半程度
給与▶ 45,000 円～（配達部数により変動あり）

副業や年金の足し、健康づくりに！
まずはお気軽にお問い合わせください。

鹿児島県トラック協会から「交通標識入り定規」の寄贈

通学に慣れない子ども
たちに交通マナーを学
んでほしいと、鹿児島
県トラック協会から交
通標識入りの定規 55 個
が寄贈されました。今
年、小学校に入学する
児童に配り活用します。

戸籍に関する情報は

ホームページ上では

掲載していません
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■お問い合わせ番号一覧
・保健福祉課…………… ☎ 0994-22-3044
・支所住民生活課……… ☎ 0994-25-2511
・鹿児島県司法書士会… ☎ 099-256-0335
・総務課 ･････････････ ☎ 0994-22-0511
・建設課 ･････････････ ☎ 0994-22-3033
・南大隅地区司法書士法律相談センター
　　　　　　　　……… ☎ 0994-22-1315

くらしの情報

地 区 戸 数 地 区 戸 数
城元 ２戸 麓 ２戸
馬場 ２戸 上部 ０戸
神川 １戸 大原 ０戸

宿利原 ０戸 川原 0戸
池田 １戸 花瀬 ０戸

空き家バンク 登録情報

詳細情報は町ホームページをご覧ください
問合せ▶政策企画課　☎ 22-3032

（３月１日現在）

住民基本台帳法改正に伴い、外国人住
民も含まれます。

2021年３月１日現在
人口の動き

前月号比
人　口 ７，１４５人 （△18）

男 ３，３８０人 （△11）
女 ３，７６５人 （△７）

世帯数 ３，７４２戸 （△ 10）

転入・出生 18人
転出・死亡 36人

2021年２月１日～２月28日届出

※３月 19 日の「マミー運動教室」、25 日の「たんぽぽ教室」は中止になりました。
※４月から離乳食教室の名称が「あぐあぐクラブ」に変更されます。

内　　容 月　日 場　　所 受付時間 問
１～３歳児歯科検診 3月17日水 町総合交流センター 13:00～13:15

保
健
福
祉
課

母子相談 3月22日月 田代保健福祉センター 10:00～11:30

乳児健診 3月24日水 町総合交流センター 13:00～13:15

ごっくん教室 3月26日金 町総合交流センター 9:00～11:00

母子健康相談 4月5日月 田代保健福祉センター 10:00～11:30

あぐあぐクラブ 4月6日火 町総合交流センター 9:00～11:00

1 歳 6 か月健診 4月7日水 町総合交流センター 13:00～13:15

子育て・各種教室

内　　容 月　日 場　　所 時　間 問合せ

無料法律相談 毎週月曜日
南大隅地区司法書士
法律相談センター

13:00～16:00 鹿児島県
司法書士会

行政相談・
心配ごと相談

4月8日木 役場本庁３階 9：00～12:00 総務課

いのちとくら
しの巡回相談

4月9日金
役場本庁１階 会議室

（住民税務課横）
13:00～16:00 保健福祉課

※�行政相談・心配ごと相談は日程が変更になる場合があります。事前にご確認ください。

相　談

大根占地区▶
・町営　塩浜田団地………………… １戸
・町営　池田定住促進住宅………… １戸
・公営　神川団地…………………… １戸

問合せ及び入居希望の方は本庁建設課
までご連絡ください。

（３月１日現在）

町営住宅 空き家情報

個 …時間帯を分けて個別で行います

個

個

�諸事情により変更する場合があります。
ご利用の前にお問い合わせください。

休日の在宅当番医
月　日 病　院　名 電話番号

3月 14日 大 根 占 医 院 22-2658
3月 20日 肝属郡医師会立病院 22-3111
3月 21日 長 浜 医 院 22-0137
3月 28日 じ ょ う さ い ク リ ニ ッ ク 24-2977

最新の在宅当番医は肝属郡
医師会ホームページに掲載

（公財）肝属郡医師会ＨＰ▶

任期満了にともなう錦江町議会議員選挙を令和３年４月 18 日に行います。
立候補の届出に関する説明会を３月 15 日に行いますので、立候補を予定
している方は出席してください。立候補届の受付日は４月 13 日です。

錦江町役場 ２階会議室  ※事前審査は３月下旬の予定です

４月18 日日執行の錦江町議会議員選挙「届出説明会」

日時▶ 令和３年３月15日月

立候補届出の受付日▶４月13日火
※立候補の届出は定められた日時内でしか受け付けられません。受付時間
外はいかなる理由があっても受理できませんのでご注意ください。

会場▶

10:00 ～

８:30～17:00

届出説明会 対象▶錦江町議会議員選挙の選挙権を有する満 25 歳以上の方

「より良い社会づくりに向けた明るい選挙を」 問錦江町選挙管理委員会 ☎ 22-0511


